
は
じ
め
に

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
一
一
一
月
一
一
三
日
、
一
一
一
島
県
令
土
木
事
件
で
収
監
さ
れ
て
い
た
田
中
正
造
が
佐
野
警
察
署
よ
り
釈
放
さ
れ
る
と
、

人
禽
は
歓
呼
し
て
こ
れ
を
迎
え
た
。
そ
の
有
様
を
、
一
二
月
二
八
日
付
『
朝
野
新
聞
』
は
、
「
氏
が
出
監
の
報
あ
る
や
賀
表
の
為
め
氏
の
宅
に
出

入
す
る
人
々
ハ
其
幾
百
人
な
る
を
知
ら
ず
門
前
恰
も
市
を
為
せ
り
」
と
表
現
し
て
い
る
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
あ
っ
た
。
「
彼
の
栃
木
県
会
議
員
田
中
正
造
氏
の
繋
獄
の
身
と
な
ら
れ
し
よ
り
居
村
な
る
安
蘇
郡
小
中
村
の
人
灸
ハ
同

氏
の
為
め
に
遠
慮
し
て
冠
婚
喪
祭
其
他
と
も
都
て
質
素
を
旨
と
し
偶
ま
芸
人
等
の
来
る
こ
と
あ
る
も
其
技
芸
を
演
せ
し
め
て
楽
む
者
な
き
」
ほ

（
１
）

ど
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
県
下
各
地
で
大
規
模
な
慰
労
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
地
元
安
蘇
郡
の
人
々
は
、
一
二
月
三
一
日
に
出
獄
大

歓
迎
会
を
佐
野
春
日
岡
山
惣
宗
寺
で
開
い
た
。
こ
れ
に
つ
づ
き
、
翌
年
一
月
一
七
日
に
は
宇
都
宮
杉
原
町
武
蔵
楼
で
、
一
月
二
六
日
に
は
足
利

パ
ン

家
富
町
鍍
阿
寺
で
、
一
一
月
一
一
六
日
に
は
梁
田
郡
福
居
町
宝
福
寺
で
そ
れ
ぞ
れ
慰
労
会
が
も
た
れ
た
。
つ
い
で
、
四
月
一
一
○
日
に
は
栃
木
町
鯉
保
楼

で
慰
労
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
席
上
、
田
中
正
造
は
、
次
の
よ
う
な
答
辞
を
述
べ
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
決
意
を
あ
ら
た
に
し
て
い
る
。

（
前
略
）
諸
君
と
一
堂
に
相
会
し
胸
襟
を
開
き
談
笑
の
間
に
美
酒
を
酌
む
是
亦
楽
ハ
即
ち
楽
な
り
然
れ
ど
も
諸
君
パ
以
て
是
等
の
楽
に
満

足
す
可
き
に
あ
ら
ざ
る
を
信
ず
る
な
り
大
に
し
て
ハ
三
千
六
百
万
同
胞
兄
弟
小
に
し
て
ハ
県
下
六
十
万
兄
弟
と
楽
を
共
に
す
る
之
れ
を
是

栃
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れ
真
の
楽
み
と
云
ふ
可
き
な
り
苦
も
亦
然
り
六
十
万
兄
弟
と
苦
楽
を
相
共
に
す
可
き
こ
と
を
勉
む
可
し
或
欧
人
の
説
に
屍
肉
の
散
在
す
る

地
に
ハ
寵
や
厩
や
群
集
し
来
り
て
其
屍
肉
を
捜
取
し
去
る
と
味
ひ
あ
る
哉
言
や
昨
年
来
我
地
方
の
有
様
ハ
音
に
屍
肉
の
承
な
ら
ず
生
肉
や

人
体
や
財
産
を
併
せ
捜
取
し
去
ら
れ
今
に
戻
ら
ざ
る
．
も
の
あ
る
な
り
今
に
至
り
之
を
言
ふ
も
死
児
の
齢
を
算
ふ
る
と
一
般
な
れ
ど
も
是
れ

諸
君
が
油
断
よ
り
来
り
た
る
災
難
な
れ
（
向
後
と
も
油
断
を
為
さ
（
再
び
驚
鳥
の
来
る
虞
な
き
に
非
ざ
れ
（
決
し
て
油
断
す
可
ら
ざ
る
な

り
万
一
に
も
其
再
び
来
る
か
如
き
こ
と
あ
ら
（
之
れ
が
駆
除
に
尽
力
す
可
き
ハ
勿
論
に
し
て
片
時
も
油
断
す
可
き
に
非
る
な
り
其
方
法
ハ

（
２
）

如
何
唯
教
育
の
道
を
盛
大
な
ら
し
む
る
に
あ
る
な
り
勉
む
可
し
ノ
、
（
下
略
）

三
島
後
の
栃
木
県
の
行
財
政
の
困
難
さ
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
三
島
退
任
と
正
造
出
歎
の
喜
び
に
ひ
た
る
会
衆
を
前
に
、
か
え
っ
て
「
油

断
」
を
戒
め
て
い
る
の
で
あ
る
．

こ
の
間
、
田
中
正
造
は
、
三
月
一
三
日
に
開
会
さ
れ
た
第
九
回
臨
時
県
会
で
副
議
長
に
選
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
辞
退
し
た
の
も
同
じ
よ
う

な
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
「
奇
談
慢
箪
」
に
、
「
而
し
て
十
八
年
副
畿
長
二
挙
げ
ら
る
。
正
造
恐
慌
辞
し
受
け
ず
し
て
塩
谷
氏
二
破
り
、
民
党
の

一
致
を
謀
る
。
／
当
時
人
心
政
党
二
倦
ミ
、
騒
慢
の
徒
多
く
、
斯
の
如
く
し
て
而
し
て
功
を
奏
せ
ず
」
（
『
田
中
正
造
全
集
』
第
一
巻
二
六
一
頁
、

以
下
①
剛
と
略
記
）
と
あ
る
こ
と
に
、
そ
れ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
不
携
不
屈
の
民
権
家
、
出
所
進
退
を
わ
き
ま
え
た
清
廉
潔
白
な
政
治
家
と
し
て
の
田
中
正
造
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
九
月
一
○
日
付
の
『
朝
野
新
聞
』
の
「
栃
木
通
信
」
で
は
、
有
志
の
投
票
に
よ
る

「
栃
木
県
の
十
傑
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
「
民
権
家
」
の
代
表
に
田
中
正
造
が
選
ば
れ
て
い
る
。

田
中
正
造
が
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
四
月
一
日
に
栃
木
県
会
議
長
に
選
出
さ
れ
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

以
後
、
一
八
九
○
（
明
治
一
一
三
）
年
四
月
一
日
に
辞
任
す
る
ま
で
、
二
期
四
年
間
議
長
の
職
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
県
会
議
長
時
代
の
田
中
正
造
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
最
た
る
理
由
は
、
こ
の
時

期
に
見
る
べ
き
思
想
的
特
徴
が
ほ
と
ん
ど
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
議
長
に
就
任
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
か
つ
て
の
よ
う
に
県
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こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

か
つ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

会
議
場
で
縦
横
無
尽
に
発
言
す
る
こ
と
も
不
可
能
に
な
っ
た
し
（
そ
の
結
果
、
分
析
対
象
と
な
る
資
料
が
極
め
て
少
な
い
）
、
な
に
よ
り
も
議
長

及
び
常
置
委
員
と
し
て
の
激
務
と
病
気
が
ち
の
毎
日
が
、
深
く
ま
と
ま
っ
た
思
索
を
不
可
能
に
し
た
こ
と
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

だ
が
、
反
三
島
闘
争
と
国
会
議
場
で
の
活
躍
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
て
、
と
も
す
れ
ば
見
落
さ
れ
が
ち
な
こ
の
時
期
は
、
七
三
年
に
及
ぶ
田
中
正

（
３
）

造
の
生
涯
の
中
で
い
っ
た
い
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
後
年
、
こ
の
時
期
の
自
分
を
、
「
名
誉
の
奴
隷
」
で
あ
り
、
「
文
明

（
４
）

に
れ
ん
ノ
、
」
と
し
て
い
た
と
回
想
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
い
っ
た
い
な
に
ゆ
え
な
の
か
．
そ
う
い
っ
た
疑
問
を
私
は
抱
か
ず
に
は

お
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
県
会
議
長
時
代
の
田
中
正
造
を
解
明
す
る
た
め
に
、
私
は
、
次
の
よ
う
に
問
題
を
設
定
し
て
承
た
。

ま
ず
、
田
中
正
造
が
県
会
議
長
に
就
任
し
た
時
に
宣
明
し
た
方
針
を
彼
の
具
体
的
な
行
動
と
照
ら
し
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
っ
た
か

否
か
を
鯛
く
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
方
針
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

○
十
九
年
議
長
と
な
る
や
直
に
議
員
に
告
げ
て
日
は
く
Ｐ
地
方
議
会
の
事
地
方
税
律
を
識
す
る
の
承
、
然
る
に
政
党
の
争
を
此
間
に
挿
む

は
頗
る
弊
害
な
り
、
双
方
深
く
徳
蕊
を
以
て
之
を
制
止
す
べ
し
、
抑
も
地
方
議
会
が
政
党
の
争
を
為
す
は
之
れ
恰
も
八
畳
の
間
に
て
二
間

の
鎗
を
振
り
廻
は
す
と
同
一
な
り
、
徒
ら
に
壁
、
戸
障
子
に
傷
け
る
の
承
、
労
せ
ぱ
労
す
る
ほ
ど
に
互
に
県
下
の
不
幸
を
醸
す
の
承
、
県

下
の
不
幸
は
即
ち
県
下
党
員
の
損
な
り
と
て
堅
く
党
争
を
誠
め
て
県
知
事
に
も
之
を
通
じ
て
官
民
の
公
平
を
守
り
、
県
会
の
中
に
は
党
争

を
絶
滅
せ
し
め
ん
と
は
し
た
り
。
巳
に
し
て
之
を
実
行
せ
り
。
其
二
十
一
年
又
議
長
に
再
選
せ
ら
れ
●
ん
と
す
る
時
は
一
層
此
主
蕊
を
拡
張

し
、
常
に
乱
暴
な
る
自
由
党
の
塩
田
奥
瀧
琶
副
議
長
と
為
し
、
田
村
順
之
助
等
を
常
圃
委
員
に
挙
げ
て
自
ら
議
長
と
な
り
、
又
改
進
党
も

常
温
委
員
を
出
し
て
双
方
対
等
の
平
均
を
取
り
て
又
前
説
を
主
張
せ
り
。
（
①
狐
）

こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
方
針
と
は
、
栃
木
県
全
体
の
利
害
に
着
目
し
、
県
会
蟻
場
内
に
党
派
的
対
立
を
持
ち
こ
ま
せ
な
い
、
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
自
ら
そ
れ
を
実
践
す
る
た
め
に
、
旧
自
由
党
系
識
員
と
の
融
和
に
つ
と
め
、
県
会
内
勢
力
の
「
平
均
」
を
は
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こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
、
田
中
正
造
は
、
県
会
議
長
就
任
と
同
時
に
自
ら
抱
え
こ
ん
だ
の
で
あ
る
．
そ
し
て
、
こ
の
矛
盾
は
、
こ
の
時
期
の
中

央
政
界
の
大
同
団
結
運
動
の
帰
趨
、
す
な
わ
ち
、
統
一
か
ら
分
裂
へ
、
そ
し
て
よ
り
党
派
性
を
明
確
化
し
て
ゆ
く
動
向
に
も
規
定
さ
れ
、
ま
す

ま
す
激
化
し
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
田
中
正
造
の
生
涯
に
お
け
る
県
会
議
長
時
代
の
意
味
を
探
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
ま
ず
、
こ
の
時
期
の
田
中
正
造
の
県
会
外

の
活
動
を
出
来
う
る
限
り
明
ら
か
に
し
、
そ
の
う
え
で
、
先
の
「
回
想
」
に
は
隠
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
議
長
就
任
と
同
時
に
抱
え
こ
ん
だ
矛

盾
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
ゆ
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
軸
と
す
る
分
析
の
中
で
検
証
し
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
際
、
彼
の
県
会
議
長
時
代
を
、
中

央
政
界
や
栃
木
県
の
政
治
動
向
と
の
関
連
で
、
一
八
八
八
年
三
月
と
八
九
年
五
月
を
境
に
三
つ
の
時
期
に
大
別
し
、
次
表
を
参
照
し
な
が
ら
述

（
６
）

べ
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。

も
困
難
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

国
政
専
制
ヲ
去
テ
自
治
二
帰
シ
国
県
大
小
ノ
機
務
裁
ヲ
独
断
二
取
ラ
ス
決
ヲ
識
会
二
仰
ガ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
日
一
一
至
ツ
テ
ハ
国
家
ノ
泰

運
得
テ
頼
ム
ベ
ク
人
民
ノ
福
利
得
テ
翼
フ
ベ
キ
モ
ノ
議
会
ヲ
外
ニ
シ
テ
又
他
二
求
ム
ベ
カ
ラ
ス
吾
傍
日
本
人
民
立
憲
代
議
制
度
組
織
ノ
盛

‐
、
、
．
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

挙
ヲ
観
ル
ー
一
会
う
期
将
サ
ニ
ー
瞬
間
ノ
星
霜
ニ
ァ
ラ
ン
ト
ス
吾
簡
人
民
謹
慎
以
テ
能
ク
代
議
士
ヲ
精
選
シ
カ
メ
テ
俊
才
ヲ
挙
ゲ
上
ハ
以
テ

（
５
）
・

国
運
ヲ
盛
ン
ニ
シ
下
ハ
以
テ
民
福
ヲ
全
ウ
ス
ル
ノ
準
備
ヲ
ナ
サ
壁
ル
ヘ
カ
ラ
ス
（
下
略
、
傍
点
筆
者
）

す
な
わ
ち
、
こ
の
「
指
名
会
」
は
、
明
ら
か
に
、
来
る
べ
き
第
一
回
国
政
選
挙
を
に
ら
ん
で
発
足
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、

一
改
進
党
員
と
し
て
、
選
挙
で
勝
利
す
る
た
め
の
党
勢
拡
大
運
動
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
旧
自
由
党
系
と
の
乳
繰

も
、
い
や
が
う
え
に
も
高
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
．
県
会
内
で
は
融
和
、
県
会
外
で
は
対
立
競
争
、
と
い
う
よ
う
に
減
然
と
区
別
す
る
こ
と

こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
研
究
者
の
多
く
は
、
こ
の
「
回
想
」
を
鵜
呑
承
に
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、
県
会
議
長
就
任
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
他

の
安
蘇
郡
選
出
県
会
議
員
と
と
も
に
設
立
し
た
「
議
員
侯
補
指
名
会
」
の
持
つ
意
味
を
捉
え
そ
こ
ね
て
き
た
。
そ
の
「
趣
意
書
」
に
は
、
次
の

よ
う
に
あ
る
．
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県会議長時代の参加会合一覧

栃
木
県
会
議
長
時
代
の
田
中
正
造
（
小
松
）

-151-

月 日｜場 所 ｜ 会 の 名 称 ｜薯脱黒’その他
．〈1886（明治19）年＞

４．１ 宇都 宮武蔵楼 県識懇親会

４ ４ 浅草井生村楼 改進党第二大会

上野精養軒 同上懇親会

７ 2４ 小山 小山病院開院式 祝詞

８ ３ 宇都宮都座 攻学会学術演脱会 島田三郎・高田早苗ら演脱

〃手の字楼 同上懇親会 演説

８ ７ 大田原 学術演説会 島田三郎・丸山名政ら参加

〃 同上懇親会

1０ ９ 宇都宮手の字楼宴 会 第60銀行支店長の招待

１１ １１ 〃宮盛軒 県磯懇親会

１１ 2５ '’手の字楼 追吊会 演説 ノルマソトソ号虫総牲者のため発起

1２ １０ 〃宮盛軒 下野第三懇親会 島田・末広重恭・荒川高俊ら参加

1２ 1８ 栃 木倭亭 下野有志懇親会 演説 島田･荒川･星亨･加藤政之助ら参加

1２．２４ 宇都宮下野英学校 忘年会

<1887（明治20）年＞

１．１８ 宇都宮武蔵楼 新年宴会 演説 知事主催

２．８ 結城弥経寺 常趨野蚕糸粟有志集溌会

〃 〃〃 同上懇親．会 演説

２ 1３ 佐野惣宗寺 演説 畷業石灰氷三商営業者諸君に告ぐ」

２ 1４ 植 野 宴 会

２ 2１ 〃田島楼 石灰業者新年宴会

２ 2４ 赤見 懇親会

３ 2６ 田沼英学校 慰労会

４ ６ 粕田安田家 河内芳賀両郡蚕業典議会 演説

４ ９ 烏山叶屋懇親会 演説

４ １１ 黒羽 有志宴会 演説

４ 2８ 鐙塚 ． 懇親会演説

５ １ 宇 都宮武蔵楼宴 会 星亨主催

５ 1８ 佐野唐沢山 安蘇郡新旧識員慰労会 答辞

〃 大伏 同上懇親会 演説 田口卯吉・肥塚龍参加

５．２２ 馬門川岸渡良瀬川 学校訓導送別会 祝辞

６．１０ 田沼西林寺 学術商業演説会 演説 ｢実業家の目的」
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月 日 場所 会の名称
の
無

鯉演
宥 そ の 他

６．１０ 田沼和泉屋 同上…懇親会 演説

７ 2９ 足利鍍阿寺 学術演説会 演説 ｢本月中ノ道中記」

同上懇親会 演説

７ 3１ 宇都宮 攻学会学術演説会 肥塚・堀口昇・俣野時中ら参加

〃臼峯館 同上懇親会 演説

８ 2５ 田沼西林寺 安蘇郡学術識談会 蟻長役をつとめる

９ 3０ 上野糖養軒 喫鳴社懇親会 答 辞

１０ ３ 芝公園三縁亭 懇 親会 後藤象二郎主催

1０ ４ 浅草井生村楼 全国有志懇親会

１０ ６ 両国亀清楼 府県委員親睦会 発 言

１１ 1３ 宇都宮臼峯館 県議祝．宴

1１ 2４ 〃 〃 故中村氏追福会

1２．８ 植．野田島楼 慰 労会

<1888（明治21）年＞

２．２９ 高富浄光寺
大
鵬

I暖ノヘ
張隆

閣
慰

祝琵【
労

兼
会答 辞

３ １ 宇 都宮臼峯館 島田三郎送別会 演説 発起人の一人

４ １ 〃武蔵楼 県議懇親会

４ ５ 〃 富石楼 旧常置委員慰労会

４ ８ 和泉桜井楼 建白宙捧呈委員慰労会 帰村途中飛入り参加

５ ６ 大伏柏楼 常置委員慰労会 安蘇三業他の実業家が主催

５ 1６ 宇都宮知事私邸 樺山資英送別の宴 知事主催

５ 1７ " ．臼峯館 立食会 前夜の返礼として知事らを招待

６ １ 〃〃 懇親会 福岡県談数名と懇談

６ ２ 〃 梅寿楼宴 会謝辞 宇都宮紳商の招待

８ 1１ 足利宝来座 学術演説会

〃初谷支店 同上懇親会 演説

８ １２ 佐野寿座 学術演説会 演説 ｢安蘇郡民に告ぐ」

〃田島楼 同上・懇親会

８ 1３ 高富浄徳寺 学術演説会 演説 ｢下毛ﾉ風土穏カニツテ奇人ｦ出ｽ」

福居山村楼 同上懇親会 演説

８ 2６ 田沼亀鶴座 学．術一演説会

〃西林寺 同上懇親会 演説

９ ２ 越名 下野石灰会社開業式 祝辞

〃 田 島楼 同上懇親会

９．１０ 福居 演説会演 説 市制町村制について

９．１１ 高・富 〃 演脱 〃
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月 日 場所． 会の名称 江可u兇ＣＤ
司 吋 金 垂 そ の 他

９．１２ 馬門 〃 演脱 〃

９．３０ 佐野郡役所 安蘇郡教育支会綴集会

〃 〃田島楼 同上懇親会 演脱

1０．３１ 宇 都宮武蔵楼 県賎懇親会

1１ ２ 〃臼峯館 県溌慰労会 知事主催

1２ 1５ 〃 〃 下野倶楽部発会式 演脱 志頚重昂・三宅雄二郎が演説

1２ 1６ 〃武蔵楼 安足梁三郡学生懇親会 演脱 ｢同志会に付何か熱心に演説」

1２ 2１ 〃 懇 親会 第60銀行支店長の招待

1２ 2２ 〃・宮盛軒 下野経済購､話会 演脱 ｢町村分合につき｣、田口卯吉も演説

1２．２３ 臼峯館〃 県磯慰労．会

<1889（明治22）年＞

１．５ 宇都宮臼峯館 新年会 知事の招待

１ ７ 〃〃 新年会演脱 上の返礼として知事らを招待

１ 1２ 〃．宮盛軒 下野経済聯話会例会 演・脱

１ 1４ 犬伏光徳寺
安’味郡選 Z合
第４回民菖匡験会 演脱

〃柏楼 同上懇親会

１ 1７ 宇 都宮臼峯館 共立病院新年宴会 演脱

２ ７ 江東中村楼懇親会 報知新聞社主催

２ ９ 富士見町富士見軒 府県会溌員懇親会

懇親会 陸海軍軍医の招待

芝公園三縁亭 懇親・会 喫鳴社主催

２ １２ 永田町総理官邸祝 宴 黒田総理主催

芝公園紅葉館 〃 博文社の招待

２ 1３ 〃 〃 〃 答辞 元老院議官の招待

２ 1４ 芝 芝離宮小集会 伊藤枢密院賎長の招待

２ 1５ 永田町官邸 府県会溌員慰労会 〃

２ 1７ 浅草鴎遊館 立慰改進党大会懇親会

２ 2１ 宇都宮臼峯館 識長祝慰会

２．２３ 佐野田島楼 安蘇郡有志懇親会 演脱 発起人､丸山･胃太匡･角田真平ら参加

２．２４ 福居第二高小
梁田郡新旧殿員慰労賊

議長祝栄会
答辞

３．２３ 宇都宮宮盛軒 下野経済灘話会例会 発言 田口卯吉演脱、渡辺洪基に反論

３ 2５ 田沼文珠地原 大赦出歎者及県鼠慰労会 答辞 大井窓太郎・星・新井らも参加

４ １ 宇都宮手の字楼 樟山幸子八十歳の祝賀会 祝辞 県知事の母

４ ３ 〃臼峯館 下野新聞更刊祝賀会 演脱

４．７ 神田明石亭 下野青年会 演脱 ｢地方の実況を綾述」
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月日 場所 会の名称 顕ＩＤもの
右「ｆ鴎 そ の他

４．２１ 足利織物購習所 有志懇親会 演説 聴法発布に付将来の注意を演｣ずる

福居山村楼 〃 演 説

４ 2８ 宇 都宮宮盛軒 下野経済講話会例会 演 説

５ ６ 佐野川桝楼 矢部新作慰労会 演説

５ 1７ 佐久山実相院 政談演脱会

〃関屋 同上懇親会 演‘説

５ 1８ 宇都宮女学校 宇都宮女学校開校式 祝辞 矢嶋揖子・田村直臣ら出席

５ 2５ ' ' 臼峯館 下野紡綱会社開業祝要

５ 2６ 佐野寿座 明治倶楽部発会式 演説 ｢明治倶楽部の必要」

５ 2７ 犬伏柏楼 犬伏町懇親会 演説 野村本之助も演説’

６ 1１ 佐野 経済舗談会・準備会． 村山半らが発足

７ 1４ 犬伏光徳寺 亦楽会発会式

〃ノ柏楼 同上懇親会 演説

７ 2０ 常磐金蔵院 明治倶楽部巡回演脱会 演説 ｢明治倶楽部の旨趣」

〃内田楼 同上懇親会 演説

７ 2１ 氷室広瀬方 懇親会談話

７ 2８ 下 桑島成願寺 戸長役場員慰労会

８ ５ 宇都宮都座 攻学会演説会

〃臼峯館 同上懇親会 演説

８ 1７ 高田駒甥高等分教室 村長慰労会 ｢病中押して出席」と

８ 2８ 佐野田島楼 清水政吉送別会 演説 清水は佐野英学校教員

９ ９ 清洲 懇親会

９ 2３ 足利宝来座 改進党政談演脱会

〃媛阿寺 同上懇親会 演説

９ 2６ 新 富町新富座 全国同志懇親会

神田万代軒 下野人懇親会 演脱

９ 2７ 新富町新富座 条約改正全国同志演農会

９ 2８ 〃 〃 〃 会後、狼屋事件

９ 2９ 〃 〃 〃 演脱 ｢輿論の真偽」

１０ ６ 栃木八百代楼 改進党同志大懇親会 演脱

１０ 1８ 田沼西林寺 同志政談演脱会 演説
｢泣大な

任なかる
る
べ

富
か

鋤 は 重 大 な る 箕
らず」

〃 〃 同上懇親会 演鋭

1０ 1９ 常磐開蔵院 政談演説会 演説 ｢輿論とは何ぞ」

〃 〃常磐屋 同志懇親会 演脱

1１．３ 宇都宮宮盛軒 立太子式祝賀会

1１．８ 〃臼峯館 県騒慰労会 知事主催



本表の作成にあたっては、おもに『下野新聞』『毎日新聞』を使用した。た

だ、1890年２月、３月の『下野新聞』はほとんど残っておらず、この間の詳細

な行動を辿ることは困難である。

演題や演脱内容のわかるものは、「その他」の欄に記しておいた。
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月 日 場所 会の名称 碧眼農 その他

1１．９ 富田山本楼 改進党政談演説会 演説 ｢質任璽からざれぱ冨誼亦璽からず」

〃〃 同上懇親会 演説

１１
０

１０ 大宮光栄寺 政談演脱会 演説 大宮は下都賀郡

1１ 1２ 清洲医王寺 政談演脱会 演説 ｢貴任重からざれぼ言請亦重からず」

1１ 1７ 佐野寿座 政談演説会 演説 砿任重からざれぱ冒行亦重からず」

〃田島楼 同上懇親会 演．脱

１１ 1８ 筑 波浄徳寺 立鼠改進党政駿演説会 演説 ｢貴任重からざれぼ言請亦重からず」

〃 同志懇親会

１１ 3０ 宇 都宮宮盛軒 下野経済協会例会 演説

1２．１ 〃臼畿館 下野同志会第三回総会 小幡徳次郎演脱

1２．６ ' ’宮 盛軒
条約改正断行建白捧呈

委員慰労会

1２．２１ 〃〃 下野経済協会例会 発言

1２．２２ 〃中村忠吉方 恵比寿灘の宴会

1２．２４ 臼峯館〃 県議慰労会

<1890（明治23）年＞

１．６ 戸 奈良種徳院 政談演説会

〃 〃〃 同上懇親会 演説

１．１１ 宇都宮臼峯館 樺山前知事送別会 送別之辞 発起人38名を代表して

２．２０ 富山玉正寺 政談演説会 高木守三郎・山谷虎三ら演説

〃 〃 同上懇親会 演脱

３．２ 小山角屋 政談演脱会 肥塚龍・山谷ら演説

〃 〃 〃 同上懇親会 演説

３ ●
、

９ 那珂青柳与平宅 那珂青年会発会式 演説 来賓として出席

〃 〃 〃 同上宴会 演説

３．３０ 宇都宮 県庁舎落成式 祝辞

４．１ 〃 武蔵楼 改進党小懇親会 演説 県会役員選挙敗北につき協譲



一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
三
月
の
栃
木
県
会
議
員
第
四
回
半
数
改
選
で
、
改
進
党
は
過
半
数
を
制
し
た
。
四
月
一
日
開
会
の
第
一
三
回
臨

時
県
会
で
、
田
中
正
造
は
、
票
数
は
一
○
点
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
の
最
高
点
と
い
う
こ
と
で
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。
副
議
長
に
は
同
じ
く
改

進
党
の
塩
谷
道
博
、
常
澄
委
員
に
は
田
中
・
塩
谷
・
横
尾
輝
吉
・
久
保
三
八
郎
（
以
上
改
進
党
系
）
・
塩
田
奥
造
（
旧
自
由
党
系
）
の
五
名
が

選
ば
れ
た
。
『
栃
木
県
史
』
通
史
編
６
の
表
現
を
か
り
れ
ば
、
ま
さ
に
「
改
進
党
極
盛
時
代
」
で
あ
っ
た
。

議
長
と
し
て
、
正
造
は
、
ま
ず
、
そ
れ
ま
で
県
会
開
会
日
に
議
場
で
配
ら
れ
て
い
た
議
案
を
あ
ら
か
じ
め
各
議
員
の
手
元
に
届
け
、
審
議
時

間
の
短
縮
を
は
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
会
内
の
融
和
を
は
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
「
平
和
の
計
画
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
記
事
が
、

二
月
六
日
付
の
『
下
野
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ｐ

（
前
略
）
昨
年
通
常
会
の
時
の
如
き
乳
諜
と
か
乗
離
と
か
東
京
の
或
る
新
聞
の
如
く
針
小
棒
大
に
左
も
仰
々
敷
か
い
記
せ
し
が
多
少
其
顕

跡
の
な
き
に
し
も
あ
ら
さ
り
し
か
は
本
年
は
十
分
平
和
親
密
の
好
結
果
あ
ら
ま
ほ
し
と
て
議
長
田
中
氏
の
如
き
客
歳
ま
て
は
池
上
町
富
沢

屋
に
宿
泊
さ
れ
し
が
本
年
は
尾
上
町
の
河
内
屋
に
止
宿
し
従
来
河
内
屋
止
泊
な
り
し
塩
谷
横
尾
久
保
諸
氏
の
内
よ
り
富
沢
屋
に
転
泊
し
て

専
ら
衆
畿
員
と
の
親
交
を
図
り
昨
年
度
の
如
く
富
沢
屋
党
た
の
河
内
屋
派
た
の
と
云
ふ
如
き
仲
間
の
起
ら
さ
る
様
に
せ
ん
と
て
巳
に
此
頃

河
内
屋
止
泊
の
前
記
常
置
委
員
諸
氏
へ
も
何
か
協
議
も
さ
れ
た
る
●
程
に
て
色
々
と
心
配
せ
ら
れ
居
る
由
な
る
が
議
長
に
し
て
斯
く
配
慮
せ

ら
る
上
以
上
ハ
定
め
て
好
結
果
を
得
ら
る
入
事
な
ら
ん
（
下
略
）

（
７
）

真
偽
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
が
、
間
接
的
に
せ
よ
、
田
中
正
造
の
県
会
に
臨
む
姿
勢
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
時
期
の
栃
木
県
の
政
況
も
、
田
中
正
造
の
方
針
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
こ
の
年
一
二
月
一
○
日
に
宇
都
宮

宮
盛
軒
で
開
か
れ
た
下
野
第
三
懇
親
会
は
、
「
是
ま
で
は
党
派
の
軌
諜
を
私
交
上
に
ま
で
及
ぼ
し
懇
親
会
を
開
く
も
兎
角
一
党
一
派
に
偏
し
夫
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同
年
一
○
月
三
日
に
は
、
後
藤
象
二
郎
が
主
催
し
た
芝
三
縁
亭
の
懇
親
会
に
出
席
し
、
翌
四
日
の
全
国
有
志
懇
親
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
両
者
は
、
様
々
な
意
味
で
大
同
団
結
運
動
の
転
期
（
狭
義
に
は
始
点
）
と
な
る
集
会
で
あ
っ
た
。
喫
鳴
社
を
中
心
と
す
る
立
憲
改
進
党
の

研
究
家
で
あ
る
福
井
淳
氏
に
よ
れ
ば
、
大
同
団
結
運
動
に
あ
ま
り
熱
心
で
は
な
か
っ
た
改
進
党
員
に
あ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
会
合
の
い
ず
れ
に

〈
Ⅲ
）

も
出
席
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
地
方
党
員
は
田
中
正
造
だ
け
だ
と
い
う
．

こ
の
全
国
有
志
懇
親
会
の
あ
と
、
改
進
党
喫
鳴
社
グ
ル
ー
プ
の
首
領
沼
間
守
一
が
、
星
亨
派
の
壮
士
に
殴
打
さ
れ
負
傷
す
る
と
い
う
事
件
が

お
こ
り
、
改
進
党
の
大
同
団
結
熱
は
さ
ら
に
冷
却
化
し
て
ゆ
く
が
、
沼
間
殴
打
事
件
に
対
す
る
正
造
の
反
応
は
意
外
な
ほ
ど
冷
静
で
あ
る
。
事

件
の
翌
日
に
大
隈
重
信
に
送
っ
た
書
簡
に
、
「
昨
日
壁
搾
村
楼
ニ
テ
開
き
た
る
両
党
員
打
ま
ぜ
懇
親
の
末
、
人
数
も
減
じ
て
の
後
の
事
と
承
り

候
。
沼
間
守
一
君
ハ
壮
士
ノ
為
め
殴
打
せ
ら
れ
、
腰
及
顔
部
一
一
庇
付
ら
れ
た
り
。
但
し
壮
士
ノ
粗
暴
ハ
固
ヨ
リ
ナ
レ
ド
モ
、

、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

沼
間
君
ノ
遊
二
至
ル
ハ
、
或
ハ
価
値
ア
ラ
ン
ト
信
ジ
候
事
。
」
（
⑭
Ｗ
、
傍
点
筆
者
）
と
醤
い
て
い
る
こ
と
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
期
間
は
、
県
会
外
の
中
央
及
び
栃
木
県
の
政
治
動
向
と
も
に
、
大
筋
に
お
い
て
、
田
中
正
造
が
議
長
と
し
て
掲
げ
た

れ
が
為
め
社
会
的
の
事
よ
り
平
生
の
交
際
に
至
る
ま
で
此
気
風
を
及
ぼ
す
の
傾
き
あ
り
け
る
を
」
「
深
く
遺
憾
に
思
」
っ
て
い
た
有
志
た
ち
の

発
起
に
な
る
も
の
で
、
田
中
正
造
・
横
尾
輝
吉
・
・
塩
田
奥
造
ら
も
賛
成
し
、
東
京
よ
り
、
加
藤
平
四
郎
・
末
広
重
恭
・
島
田
三
郎
ら
の
改
進
党

（
８
）

員
と
旧
自
由
党
員
の
荒
川
高
俊
ら
を
招
い
て
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
一
一
月
一
八
日
に
栃
木
倭
亭
で
開
か
れ
た
下
野
有
志
懇
親
会

も
同
じ
趣
旨
に
な
る
も
の
で
、
前
述
の
加
藤
・
島
田
・
荒
川
に
加
え
、
星
亨
も
参
加
し
て
演
説
し
て
い
る
。
栃
木
県
人
も
、
田
中
正
造
や
田
村

（
９
）

順
之
助
が
演
説
す
る
な
ど
、
「
執
れ
も
快
楽
を
尽
く
し
て
散
会
」
し
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
ム
ー
ド
は
、
翌
年
も
継
続
し
た
．
五
月
一
日
、
衆
議
院
議
員
選
挙
へ
の
出
馬
を
ね
ら
っ
て
宇
都
宮
に
転
籍
し
て
き
た
星
亨
が
宇

都
宮
武
蔵
楼
で
一
大
宴
会
を
開
い
た
が
、
そ
の
席
に
、
正
造
を
は
じ
め
久
保
・
塩
谷
な
ど
の
改
進
党
員
も
招
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
正
造

（
旧
）

は
、
「
起
て
説
を
吐
ん
と
せ
ら
れ
し
が
既
に
満
座
酬
酔
な
り
し
か
ぱ
見
合
せ
ら
れ
た
り
」
と
い
う
。
後
年
の
徹
底
し
た
〃
星
嫌
い
〃
か
ら
は
想
像

峰
「
起
て
説
を
吐
ん
と
せ
ら
れ

も
で
き
な
い
光
景
で
は
な
い
か
。
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方
針
と
鯉
鶴
す
る
こ
と
な
く
、
平
穏
に
す
ぎ
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
．
こ
う
し
て
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
三
月
一
四
日
の
半
数
改

（
瞳
）

選
で
、
田
中
正
造
は
、
一
一
一
八
八
票
と
い
う
圧
倒
的
多
数
（
他
の
候
補
者
は
一
一
、
一
一
一
○
票
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ら
し
い
）
を
得
て
再
選
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
議
長
と
し
て
の
最
初
の
二
年
間
が
平
穏
無
噸
に
す
ぎ
た
こ
と
の
理
由
に
、
『
下
野
新
聞
』
の
記
者
が
、
第
一
○
回
通
常
県
会
の

（
胸
）

傍
聴
人
の
数
の
少
な
さ
に
「
政
治
思
想
熱
冷
の
度
合
い
を
知
る
に
足
ら
ん
か
」
と
表
し
て
い
る
よ
う
な
、
県
下
全
体
の
政
治
熱
の
後
退
を
も
考

え
あ
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
期
間
の
田
中
正
造
の
関
心
の
多
く
を
実
業
問
題
が
占
め
て
い
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
県
内
の
承
な
ら
ず
全
国
的
な
動
向
と
密

接
に
関
連
し
て
い
よ
う
。
全
国
的
に
企
業
勃
興
熱
が
風
廃
し
、
栃
木
県
で
も
一
八
八
七
年
に
入
る
と
各
地
で
民
業
談
会
の
設
立
が
相
つ
ぎ
、
『
下

野
新
聞
』
も
一
八
八
八
年
早
を
「
農
工
商
事
項
」
の
欄
を
特
設
し
、
実
業
関
係
の
記
事
量
が
一
挙
に
増
大
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
田
中
正
造
の
動
き
を
追
う
と
、
ま
ず
、
一
八
八
七
年
二
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
茨
城
県
結
城
町
弥
経
寺
で
開
か
れ
た

常
総
野
蚕
糸
業
有
志
集
談
会
に
出
席
し
、
、
八
日
夜
の
懇
親
会
で
演
説
し
て
い
る
。
二
月
一
三
日
に
は
、
佐
野
惣
宗
寺
で
、
「
安
蘇
三
業
」
と
い
わ

れ
た
機
業
・
石
灰
・
氷
業
者
を
前
に
、
病
気
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
機
業
石
灰
氷
三
商
営
業
者
諸
君
に
告
ぐ
」
と
題
す
る
長
演
説
を
行
っ
て
い

る
。
二
月
二
一
日
に
は
、
植
野
村
田
島
楼
で
開
か
れ
た
石
灰
業
者
の
新
年
宴
会
に
出
席
。
四
月
五
日
か
ら
常
置
委
員
一
行
は
芳
賀
河
内
両
郡
の

巡
検
に
出
発
す
る
が
、
六
日
夜
、
芳
賀
郡
粕
田
村
安
田
某
所
有
の
蚕
室
で
開
か
れ
た
蚕
業
集
談
会
に
出
席
し
演
説
。
六
月
一
○
日
に
は
、
田
沼

西
林
寺
で
開
か
れ
た
学
術
商
業
演
説
会
で
「
実
業
家
の
目
的
」
と
題
し
て
演
説
、
な
ど
で
あ
る
。

数
多
い
演
説
の
中
で
唯
一
内
容
の
明
ら
か
な
「
機
業
石
灰
氷
三
商
営
業
者
諸
君
に
告
ぐ
」
（
①
卵
以
下
）
を
見
る
と
、
ま
ず
、
「
同
業
中
区
会

の
運
動
し
て
同
業
一
致
の
働
き
を
為
さ
ざ
る
は
誠
と
に
慨
は
し
き
次
第
と
や
云
は
ん
・
斯
く
も
同
業
一
致
せ
ざ
る
上
は
他
に
向
て
商
業
上
の
勢

力
を
張
ら
ん
は
思
も
寄
ら
ぬ
事
共
に
候
」
と
述
べ
、
特
に
製
氷
業
者
の
間
の
「
内
輪
喧
嘩
」
を
や
め
、
「
早
く
会
社
法
を
設
け
て
」
共
同
一
致
の

運
動
を
な
す
こ
と
を
石
灰
会
社
に
対
し
て
も
推
奨
し
て
い
る
．
そ
し
て
、
こ
の
「
一
致
の
力
」
こ
そ
資
本
不
足
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
あ
る
と

指
摘
し
、
「
進
取
の
気
象
」
「
独
立
自
治
の
精
神
」
こ
そ
実
業
家
に
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
強
鯛
し
て
い
る
。
安
易
に
官
の
保
護
に
依
存
し
よ
う
と
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一
八
八
八
年
二
月
一
日
、
大
隈
重
信
が
外
務
大
臣
に
就
任
し
、
井
上
条
約
改
正
交
渉
の
あ
と
を
つ
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
同

団
結
運
動
は
新
し
い
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
藩
閥
首
脳
の
思
惑
通
り
、
大
隈
入
閣
に
よ
る
改
進
党
の
政
府
〃
与
党
“
化
が
、
旧
自
由

党
系
勢
力
な
ど
と
の
対
立
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
栃
木
県
会
の
事
情
は
、
こ
れ
と
は
少
し
趣
を
異
に
し
て
い
た
。
む
し
ろ
改
進
党
内
部
の
毎
日
派
と
報
知
派
と
の
対
立
が
、
八
八
年

す
る
姿
勢
を
戒
め
、
「
勧
業
家
」
と
民
権
家
の
「
折
合
」
を
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
万
一
を
侭
倖
す
る
」
精
神
の
代
表
と
し
て
「
賭
博
」

や
「
無
尽
講
」
な
ど
の
「
土
地
固
蒜
の
弊
」
を
あ
げ
、
そ
れ
ら
を
「
文
明
の
進
路
を
妨
げ
た
る
は
実
に
紗
少
に
あ
ら
ざ
る
也
」
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
な
ど
は
、
田
中
正
造
に
お
け
る
福
沢
諭
吉
『
学
問
の
す
す
め
』
の
影
響
が
明
瞭
に
看
取
で
き
て
興
味
深
い
．
こ
の
よ
う
な
「
独
立
自
治
の

精
神
」
を
重
視
す
る
い
さ
さ
か
精
神
論
的
な
実
業
論
は
、
田
中
正
造
の
民
権
思
想
の
一
大
特
色
を
な
す
自
治
思
想
（
な
か
ん
ず
く
「
精
神
と
し

（
脇
）

て
の
自
治
」
の
重
視
）
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
り
、
由
井
正
臣
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
地
域
の
経
済
的
自
立
を
内
実
と
す
る
地
方
自
治
の
確

（
腺
〉

立
を
め
ざ
し
た
も
の
」
と
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
田
中
正
造
は
、
下
野
石
灰
会
社
の
設
立
（
一
八
八
八
年
九
月
二
日
開
業
式
）
に
尽
力
し
、
ま
た
物
産
の
運
輸
の
重
要

（
旧
）

性
に
蓋
目
し
て
安
蘇
馬
車
鉄
道
会
社
の
設
立
（
同
年
五
月
）
に
も
協
力
を
惜
し
ま
ず
、
自
ら
も
一
一
○
株
五
○
○
円
の
株
主
に
な
っ
て
い
る
．

以
上
の
よ
う
な
実
業
へ
の
関
心
は
、
過
激
な
政
治
論
・
行
動
を
き
ら
い
、
と
も
す
れ
ば
政
治
か
ら
身
を
遠
ざ
け
よ
う
と
し
が
ち
な
実
業
家
た

ち
を
、
ゆ
る
や
か
に
組
織
し
よ
う
と
い
う
党
勢
拡
大
の
観
点
か
ら
の
必
要
性
に
由
来
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
あ
と
も
、
実
業
へ
の

関
心
は
、
安
蘇
経
済
講
談
会
の
開
設
や
、
下
野
全
体
の
経
済
に
着
目
し
た
下
野
経
済
諦
話
会
（
の
ち
八
九
年
五
月
よ
り
下
野
経
済
協
会
と
改

称
）
の
例
会
へ
の
割
合
に
熱
心
な
参
加
と
な
っ
て
継
続
し
て
い
る
。
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四
月
一
日
の
議
長
・
常
置
委
員
改
選
で
噴
出
し
た
の
で
あ
る
。
田
中
正
造
は
、
二
三
票
と
い
う
高
得
票
で
議
長
へ
の
再
選
が
決
ま
っ
た
が
、
副

議
長
に
は
塩
田
奥
造
が
、
そ
し
て
常
歴
委
員
に
は
、
正
造
の
ほ
か
に
旧
自
由
党
系
の
塩
田
・
田
村
順
之
助
・
演
野
藤
一
郎
の
三
人
、
そ
れ
に
改

（
Ⅳ
）

進
党
系
と
目
さ
れ
る
見
目
清
が
選
出
さ
れ
、
改
進
党
系
圧
倒
的
優
位
の
前
議
会
役
員
構
成
か
ら
、
両
者
均
衡
、
数
の
上
か
ら
は
旧
自
由
党
系
優

位
の
構
成
に
か
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
栃
木
県
改
進
党
報
知
派
の
重
鎮
横
尾
輝
吉
や
塩
谷
道
博
は
、
常
置
委
員
に
再
選
さ
れ
な
か
っ
た
。

先
に
引
用
し
た
「
回
想
」
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
役
員
改
選
の
こ
う
し
た
結
果
を
、
田
中
正
造
は
、
党
派
的
対
立
を
排
除
す
る
と
い
う
議
長

と
し
て
の
方
針
に
そ
っ
て
「
双
方
対
等
の
平
均
を
取
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続
け
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

当
時
栃
木
県
会
は
改
進
党
員
の
数
三
分
の
二
あ
り
。
然
る
に
も
不
拘
予
は
県
下
の
公
平
を
基
と
し
我
党
の
名
誉
を
高
か
ら
し
め
ん
と
せ
し

に
、
図
ら
ざ
り
き
、
味
方
の
党
員
よ
り
痛
く
攻
撃
を
受
け
て
内
部
は
之
が
為
め
に
不
和
を
来
せ
る
の
折
柄
、
塩
田
等
の
窺
ふ
所
と
す
。
塩

田
の
才
は
権
略
あ
り
、
人
望
あ
り
、
逆
も
予
等
の
及
ば
ざ
る
処
あ
り
。
彼
の
表
面
予
に
対
し
て
服
し
つ
上
裏
面
に
自
由
党
の
為
め
に
策
を

（
マ
マ
）

巡
ら
し
、
不
平
家
の
横
尾
、
塩
谷
等
に
疾
妬
心
を
起
さ
し
む
。
横
尾
、
塩
谷
等
終
に
塩
田
の
術
中
に
落
ち
、
田
中
が
秘
密
を
洩
す
と
疑

（
い
）へ

、
終
に
田
中
を
忌
避
し
て
田
中
に
は
何
事
も
図
ら
ざ
る
に
至
れ
り
。
之
れ
予
が
正
し
き
道
を
道
と
せ
ざ
る
よ
り
同
党
中
常
に
一
致
を
欠

き
た
り
。
（
①
皿
〜
鋤
）
・

田
中
正
造
の
言
い
分
を
聞
く
と
、
改
進
党
の
名
誉
を
高
め
よ
う
と
し
て
行
っ
た
こ
と
が
、
逆
に
党
員
の
反
感
を
引
き
起
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
改
進
党
の
「
名
誉
」
で
あ
っ
た
の
か
、
は
た
ま
た
自
己
一
身
の
「
名
誉
」
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
横
尾
や
塩
谷

を
「
不
平
家
」
と
形
容
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
一
面
的
に
す
ぎ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

そ
も
そ
も
、
横
尾
ら
と
の
対
立
が
表
面
化
し
た
の
は
、
正
造
が
、
「
予
の
同
党
に
憎
ま
る
Ｌ
の
始
め
な
り
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
八

八
五
年
二
月
開
会
の
第
八
回
通
常
県
会
に
お
け
る
常
置
委
員
月
手
当
の
増
額
問
題
で
あ
っ
た
。
一
ヵ
月
四
○
円
と
す
る
原
案
に
対
し
、
横
尾

は
、
議
員
の
体
面
を
保
つ
た
め
に
も
、
ま
た
良
い
議
員
を
得
る
た
め
に
も
五
○
円
へ
の
増
額
が
適
当
で
あ
る
と
主
張
し
、
正
造
は
、
議
員
の
品

位
は
お
金
の
問
題
で
は
な
い
、
松
方
デ
フ
レ
と
三
島
土
木
県
政
が
相
乗
的
に
作
用
し
て
不
況
に
あ
え
ぐ
今
日
の
下
野
経
済
に
あ
っ
て
増
額
す
る

栃
木
県
会
溌
長
時
代
の
田
中
正
造
（
小
松
）



の
は
代
議
の
糖
神
に
反
す
る
、
と
三
○
円
へ
の
減
額
を
主
張
し
、
互
い
に
ゆ
ず
ら
な
か
っ
た
。
他
に
改
進
党
の
中
の
「
増
額
派
」
の
お
も
な
議

員
は
、
議
長
小
峯
新
太
郎
を
は
じ
め
塩
谷
・
和
田
方
正
・
久
保
三
八
郎
ら
で
、
「
減
額
派
」
は
藤
田
吉
亨
・
新
井
保
太
郎
・
見
目
清
ら
で
あ
っ

た
。
旧
自
由
党
系
も
塩
田
や
影
山
禎
太
郎
が
前
者
、
演
野
・
田
村
ら
が
後
者
と
分
裂
し
て
い
た
の
だ
が
、
新
聞
報
道
で
は
改
進
党
内
部
の
対
立

の
承
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

《
脆
）
・

一
八
八
五
年
一
一
一
月
一
八
日
付
の
『
朝
野
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
両
派
の
対
立
は
、
「
双
方
全
く
旅
宿
を
異
に
す
る
が
如
き
有
様
と
な
り
」
、

「
過
激
の
識
論
多
く
時
時
一
身
上
の
殴
誉
褒
瞳
に
渉
り
識
長
よ
り
中
止
を
命
ぜ
し
も
数
回
に
及
く
り
」
と
い
う
ほ
ど
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
結
局
、
常
置
委
員
の
月
手
当
問
題
は
、
予
想
に
反
し
て
一
四
対
一
七
で
三
○
円
へ
の
減
額
説
が
勝
利
を
お
さ
め
た
が
、
こ
の
対
立
は
、

議
員
旅
費
日
当
の
問
題
に
も
波
及
し
、
管
内
滞
在
費
一
日
一
円
五
○
銭
の
原
案
を
支
持
す
る
横
尾
・
塩
谷
ら
と
、
一
円
へ
の
減
額
を
主
張
す
る

（
肥
）

田
中
ら
と
の
間
で
激
し
い
論
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
「
栃
木
県
に
て
ハ
ー
時
改
進
党
員
に
非
ざ
れ
（
議
員
に
非
ず
議
員
ハ
即
ち
改
進
党
員
な
り
と
ま
で
に
思
ひ
し
も
」
、
「
改
進
党
員

ハ
県
下
人
民
の
怨
を
買
ひ
」
、
八
六
年
三
月
の
半
数
改
選
で
議
長
小
峯
が
落
選
し
、
横
尾
も
辛
う
じ
て
再
選
さ
れ
る
な
ど
、
「
増
額
派
」
の
議
員

（
知
）

が
選
挙
民
か
ら
手
痛
い
し
っ
ぺ
返
し
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

正
造
が
議
長
に
選
出
さ
れ
る
以
前
か
ら
対
立
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
議
長
一
期
目
に
は
、
横
尾
と
塩
谷
が
常
置
委
員

と
し
て
残
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
の
対
立
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
八
八
七
年
二
月
の
第
一
○
回
通
常
県
会
で
も
現
出
し
た

よ
う
で
あ
る
。
『
下
野
新
聞
』
の
記
者
は
、
「
又
去
る
廿
九
日
午
后
に
は
議
長
田
中
正
造
氏
と
三
十
七
番
横
尾
輝
吉
氏
と
の
間
に
一
大
難
題
を
惹

起
し
一
は
議
長
の
心
得
違
ひ
と
定
ま
り
し
も
跡
一
，
シ
の
問
題
は
如
何
な
る
結
果
を
現
出
す
る
や
吾
人
剖
目
し
て
之
を
見
ん
と
す
実
に
吾
人
は
栃

木
県
会
の
た
め
に
長
太
息
す
る
こ
と
精
々
久
し
」
と
一
二
月
二
日
付
の
紙
面
で
述
べ
て
い
る
。
前
者
は
、
尋
常
師
範
学
校
蟹
と
附
属
小
学
校
授

業
料
と
を
あ
わ
せ
て
審
識
す
べ
き
も
の
を
、
正
造
が
別
々
に
議
決
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
議
事
進
行
の
不
手
際
を
横
尾
が
突
い
た
も
の
で
、
こ
ち

◎
◎

ら
は
議
場
に
お
け
る
正
造
の
〃
陳
謝
〃
で
お
さ
ま
っ
た
。
「
跡
一
シ
の
問
題
」
と
は
、
「
議
長
が
昨
日
本
員
に
対
し
無
礼
と
云
ひ
し
は
一
一
一
拾
七
番

栃
木
県
会
鵬
長
時
代
の
田
中
正
造
（
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い
う
の
で
あ
る
。

両
者
の
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
旧
自
由
党
員
の
中
に
も
不
審
を
抱
か
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
よ
う
だ
．
『
朝
野
新
聞
』
一
二
月
三
○
日
付
に

は
、
栃
木
県
下
都
賀
郡
の
旧
自
由
党
員
が
、
塩
田
・
田
村
ら
四
名
に
、
「
旧
自
由
党
員
に
て
あ
り
な
が
ら
改
進
党
員
な
る
議
長
田
中
正
造
氏
を
庇

護
す
る
の
厚
き
に
失
し
た
る
こ
と
」
な
ど
の
理
由
で
辞
職
勧
告
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、
の
ち
に
、
全
く
の
虚
説
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
話
が
ま
こ
と
し
や
か
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
自
体
、
田
中
正
造
と
旧
自
由
党
系
勢
力
と
の
〃
蜜
月
“

関
係
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
●
．

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
前
後
の
栃
木
県
改
進
党
員
の
大
同
団
結
運
動
認
識
は
、
渡
辺
隆
喜
氏
が
、
一
○
月
の
鹿
沼
駅
同
志
懇
親
会
を
例
に
、

栃
木
県
会
識
長
時
代
の
田
中
正
造
（
小
松
）

（
別
）

に
対
し
て
云
ひ
た
る
か
将
た
横
尾
輝
吉
一
己
に
対
し
て
云
ひ
た
る
か
」
と
い
う
横
尾
の
発
言
の
こ
と
●
で
あ
る
。
、
こ
こ
に
ふ
ら
れ
る
よ
う
な
「
無

礼
」
と
い
う
言
葉
を
め
ぐ
る
両
者
の
対
立
は
、
記
者
を
し
て
「
栃
木
県
会
の
た
め
に
長
太
息
」
さ
せ
る
ほ
ど
深
刻
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
「
我
党
の
名
誉
を
高
か
ら
し
め
ん
」
と
し
て
．
「
双
方
対
等
の
平
均
を
取
」
っ
た
と
自
認
し
て
い
る
役
員
改
選
も
、
後
に
『
下
野
新

聞
』
が
、
「
彼
の
田
中
正
造
氏
が
曾
て
先
年
の
県
会
組
織
に
於
て
反
対
派
な
る
塩
田
氏
と
聯
合
し
て
同
党
員
な
る
横
尾
氏
を
倒
せ
し
」
と
表
現
し

（
瞳
）

て
い
る
よ
う
に
、
正
造
が
議
長
を
継
続
す
る
た
め
に
と
っ
た
〃
策
略
″
と
受
け
と
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
面
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
改
進
党
中
央
の
動
向
や
栃
木
県
に
お
け
る
改
進
党
内
部
の
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
八
八
年
を
通
じ
て
田
中
正
造
が
旧

自
由
党
系
と
の
融
和
に
こ
こ
ろ
溌
け
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
表
に
あ
る
通
り
、
一
八
八
八
年
四
月
八
日
に
は
、
帰
村
途
中
、

下
都
賀
郡
和
泉
宿
桜
井
楼
で
開
か
れ
て
い
た
三
大
事
件
建
白
書
捧
呈
委
員
の
慰
労
会
に
飛
入
り
で
参
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
旧
自
由
党
系

の
田
村
順
之
助
・
青
木
静
作
・
落
合
貫
一
の
三
人
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
会
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
一
二
月
一
五
日
に
は
、
宇
都
宮
臼
峯
館
で
開
か
れ
た
下
野
倶
楽
部
の
発
会
式
に
も
参
加
し
、
演
説
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
下
野
倶
楽
部
は
、
塩
田
・
田
村
・
演
野
・
中
山
丹
次
郎
・
持
田
若
佐
ら
旧
自
由
党
系
の
人
々
を
中
心
に
大
同
団
結
派
の
組
織
と
し
て
結

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
下
野
倶
楽
部
の
発
会
式
に
参
加
し
、
し
か
も
「
一
身
上
の
来
歴
を
述
べ
て
己
が
所
感
を
演
ぜ
ら
れ
た
」
と

（
麓
）



「
改
進
党
の
遊
説
員
箕
浦
勝
人
、
青
木
匡
を
迎
え
て
の
鹿
沼
駅
同
志
懇
親
会
に
お
い
て
は
、
『
改
進
党
と
自
由
党
と
を
合
体
せ
し
め
ん
と
す
る
は

大
同
団
結
』
に
あ
ら
ず
し
て
大
異
団
結
で
あ
る
と
大
同
団
結
に
反
対
し
た
の
に
対
し
、
『
一
人
の
不
同
意
を
表
す
る
者
な
く
執
れ
も
拍
手
し
て

（
別
）

賛
成
』
し
た
と
い
う
」
と
ま
と
め
て
い
る
よ
う
に
、
大
同
派
の
下
野
倶
楽
部
と
は
明
確
に
対
決
姿
勢
を
致
せ
て
い
る
。
田
中
正
造
は
、
改
進
党

の
お
お
か
た
の
動
向
に
反
し
て
、
大
同
団
結
運
動
に
ま
だ
期
待
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
下
野
倶
楽
部
発
会
式
に
東
京
よ
り

招
か
れ
た
志
賀
重
昂
と
三
宅
雄
二
郎
の
一
一
人
に
面
識
を
得
ん
が
た
め
に
参
加
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
一
一
人
の
演
説
が
、
そ
れ
ぞ
れ

「
自
治
の
基
礎
」
「
自
治
に
就
て
」
と
い
う
題
の
地
方
自
治
制
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
二
人
の
話
を
聞
い
て
参
考
に
し
よ
う
と
思
っ
た

の
か
。私

見
で
は
、
そ
の
比
重
は
さ
て
お
き
、
お
そ
ら
く
そ
の
い
ず
れ
も
が
参
加
の
動
機
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
前
項
で
見
た
よ
う
に
、
正
造

は
大
同
団
結
運
動
へ
の
関
心
が
割
合
に
強
く
、
沼
間
殴
打
事
件
で
改
進
党
毎
日
派
が
そ
れ
に
批
判
的
に
な
っ
て
か
ら
も
、
そ
れ
と
は
若
干
歩
承

を
異
に
し
て
い
た
と
確
認
で
き
る
の
が
第
一
の
理
由
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
正
造
が
批
判
的
警
戒
心
を
抱
い
て
い
た
下

野
同
志
会
の
第
三
回
総
会
（
一
八
八
九
年
一
二
月
一
日
）
に
も
、
た
ぶ
ん
福
沢
諭
吉
が
出
席
す
る
と
い
う
理
由
で
参
加
し
て
お
り
（
実
際
に
は

小
幡
篤
次
郎
の
承
だ
っ
た
鰯
）
、
こ
れ
と
同
様
の
行
動
パ
タ
ー
ン
の
よ
う
に
も
推
測
で
き
る
こ
と
。
第
三
に
は
、
表
か
ら
も
看
取
で
き
る
よ
う

に
、
下
野
倶
楽
部
発
会
式
の
前
後
の
九
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
市
制
町
村
制
に
関
す
る
演
説
が
集
中
的
に
象
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、
か
つ
て
一
大
政
党
論
を
掲
げ
て
自
由
党
の
単
独
結
成
に
抵
抗
し
た
ご
と
く
、
あ
る
い
は
、
第
一
議
会
直
前
の
民
党
合
同
の
計
画
に

好
意
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
民
党
勢
力
結
集
の
可
能
性
を
最
後
ま
で
摸
索
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
新
聞
報
道
か
ら
窺
え
る
旧
自
由
党
系
と
の
〃
蜜
月
〃
関
係
と
は
裏
腹
に
、
田
中
正
造
の
内
面
に
お
い
て
矛
盾
が
自
覚
化
さ
れ
は
じ

め
た
の
も
こ
の
時
期
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
下
野
倶
楽
部
の
発
会
式
に
参
加
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
は
、
そ
れ
に
対

（
葛
）

抗
す
る
た
め
“
の
下
野
明
治
倶
楽
部
の
組
織
化
に
着
手
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

翌
一
八
八
九
年
二
月
一
一
日
、
田
中
正
造
は
、
、
栃
木
県
会
議
長
と
し
て
、
憲
法
発
布
式
典
に
参
列
す
る
栄
誉
を
得
た
。
そ
れ
健
県
会
議
長

栃
木
県
会
議
長
時
代
の
田
中
正
造
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時
代
の
最
も
輝
か
し
い
瞬
間
で
あ
っ
た
。
帰
県
後
、
正
造
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
、
改
進
党
・
大
同
派
有
志
が
一
緒
に
発
起
し
た
議
長
慰
労

会
が
、
二
月
二
一
日
に
宇
都
宮
臼
峯
館
で
開
か
れ
た
。
一
一
四
日
に
は
梁
田
郡
で
同
様
の
会
が
も
た
れ
、
正
造
は
答
辞
を
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、

憲
法
発
布
の
大
赦
に
よ
っ
て
大
井
窓
太
郎
や
新
井
章
吾
ら
が
出
獄
す
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
、
旧
自
由
党
系
の
攻
勢
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
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改
進
党
中
央
に
お
い
て
明
治
倶
楽
部
が
組
織
さ
れ
た
の
は
、
一
八
八
八
年
八
月
の
こ
と
で
、
そ
の
目
的
は
、
「
政
治
上
の
改
良
の
み
な
ら
ず
法

律
、
経
済
、
道
徳
上
の
改
良
も
改
進
主
義
を
利
用
し
て
地
方
有
力
者
の
う
ち
政
治
的
関
心
の
な
い
も
の
や
、
郡
長
、
戸
長
な
ど
役
職
上
政
治
的

（
刀
）

立
場
を
明
確
に
し
陰
え
な
い
人
々
を
組
織
化
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
灸
表
向
き
は
親
睦
を
旨
と
し
、
真
の

三
月
二
日
付
の
『
下
野
新
聞
』
は
、
「
安
蘇
た
よ
り
」
と
し
て
、
「
本
区
議
員
の
候
補
者
は
先
づ
大
抵
木
村
半
兵
衛
田
中
正
造
の
両
氏
な
る
べ

け
れ
と
何
れ
を
撰
出
す
へ
き
と
目
下
評
議
区
を
な
り
と
」
と
い
う
よ
う
に
、
国
会
議
員
候
補
者
と
し
て
正
造
の
名
が
は
じ
め
て
具
体
的
に
新
聞

紙
上
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
国
会
議
員
選
挙
が
次
第
に
現
実
味
を
お
び
て
実
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
三
月
、
四
月
の
こ
ろ
よ
り
、
栃
木

県
下
全
体
に
再
び
政
談
演
説
会
の
嵐
が
吹
き
あ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
四
月
一
六
日
の
鹿
沼
の
改
進
党
政
談
演
説
会
の
よ
う
に
、
会

場
に
反
対
派
壮
士
が
押
し
か
け
て
演
説
を
妨
害
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
と
な
っ
た
。
田
中
正
造
の
地
元
安
蘇
郡
に
も
大
同
派
勢
力
結
集
の
動
き

（
誌
）

が
公
然
と
承
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
塩
田
奥
造
や
田
村
順
之
助
な
ど
、
大
同
派
の
副
譲
長
・
常
置
委
員
が
各
地
の
政
談
演
説
会
を

飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
の
に
比
し
て
、
田
中
正
造
は
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も
改
進
党
の
政
談
演
説
会
で
は
一
度
も
演
説
し
て
い
な
い
。
せ
い
ぜ

い
、
地
元
三
郡
を
中
心
と
す
る
懇
親
会
に
出
席
す
る
程
度
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
五
月
二
六
日
、
佐
野
寿
座
で
開
か
れ
た
明
治
倶
楽
部
発
会
式
に
、

田
中
正
造
は
重
大
な
決
意
を
胸
に
秘
め
て
臨
む
の
で
あ
る
。

い
っ
た
．

栃
木
県
会
蟻
長
時
代
の
田
中
正
造
（
小
松
）

三
議
長
職
へ
の
熱
意
の
喪
失
と
大
隈
条
約
改
正
問
題



目
的
は
改
進
党
の
党
勢
拡
大
に
お
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
か
ね
て
よ
り
実
業
家
等
の
組
織
化
に
着
目
し
て
き
た
田
中
正
造
は
、
そ
の
方
式
を
安

（
超
）

蘇
足
利
梁
田
の
一
二
郡
（
す
な
わ
ち
栃
木
県
第
三
区
）
に
も
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
発
会
式
で
、
田
中
正
造
は
「
明
治
倶
楽
部
の
必
要
」
と
題
し
て
演
説
し
て
い
る
が
、
先
に
指
摘
し
た
「
あ
る
重
大
な
決
意
」
と
は
、
県

会
議
長
を
辞
任
す
る
こ
と
の
諒
解
を
支
持
者
か
ら
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
回
想
断
片
」
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
三
十
二
年
の
春

佐
野
町
芝
居
座
に
大
集
会
を
開
き
、
議
長
を
辞
し
て
自
由
党
の
塩
田
氏
に
腰
ら
ん
こ
と
を
図
る
。
選
挙
民
は
改
進
党
員
な
る
を
以
て
大
に
不
平

を
鳴
ら
し
て
正
造
の
議
長
辞
職
を
拒
め
り
、
正
造
止
む
な
く
継
続
す
」
（
①
”
）
、
と
。

結
果
的
に
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
は
、
議
長
と
し
て
掲
げ
た
党
派
的
対
立
の
排
除
と
い
う
方
針
が
も
は
や
自
縄
自

縛
の
論
理
と
化
し
、
議
長
の
地
位
を
鋤
た
ず
に
は
改
進
党
の
党
勢
拡
大
運
動
も
表
立
っ
て
や
れ
ず
？
来
る
べ
き
国
政
選
挙
で
の
勝
利
も
覚
束
な

い
こ
と
を
自
認
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
思
え
る
の
で
あ
る
。
明
治
倶
楽
部
の
発
会
式
と
は
、
そ
う
し
た
決
意
表
明
の
場
で
も
あ
っ
た
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
明
治
倶
楽
部
発
会
式
を
挙
行
し
た
数
日
後
、
新
聞
『
日
本
』
が
、
そ
れ
ま
で
秘
密
裡
に
進
め
て
い
た
大
隈
条
約
改
正
案
を

ロ
シ
ド
ン
タ
イ
ム
ス
よ
り
転
訳
戦
し
、
そ
れ
を
期
に
反
対
運
動
が
激
化
し
、
改
進
党
は
否
応
な
し
に
そ
の
対
応
に
お
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
か
で
も
、
九
月
一
一
八
日
、
改
進
党
が
起
死
回
生
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
し
た
三
日
連
続
の
条
約
改
正
全
国
同
志
演
説
会
二
日
目
終
了

後
に
発
生
し
た
猿
屋
事
件
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
で
、
田
中
正
造
に
最
終
的
な
決
心
を
固
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
一
に
、

事
実
に
反
し
て
、
田
中
正
造
が
大
同
派
の
老
壮
士
福
井
茂
兵
衛
を
殴
打
し
た
と
意
図
的
に
報
道
さ
れ
た
こ
と
、
第
二
に
、
こ
の
事
件
に
憤
激
し

（
卸
）

た
大
同
派
の
新
井
・
田
村
・
持
田
な
ど
が
、
一
二
○
日
に
正
造
の
地
元
安
蘇
郡
田
沼
町
で
正
造
を
攻
撃
す
る
演
説
会
を
開
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
田
中
正
造
は
、
大
同
派
批
判
の
態
度
を
よ
う
や
く
明
確
に
し
た
。
九
月
二
九
日
、
条
約
改
正
全
国
同
志
演
説
会
の
七
番
目
に

「
輿
論
の
真
偽
」
と
題
し
て
演
説
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
一
一
月
に
か
け
て
地
元
三
郡
だ
け
で
な
く
上
下
都
賀
郡
ま
で
足
を
の
ば
し
た
演
説
会

活
動
を
連
続
し
、
「
輿
論
と
は
何
ぞ
」
、
「
資
任
重
か
ら
ざ
れ
ぱ
言
論
亦
重
か
ら
ず
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
演
説
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
正
造

は
、
党
勢
拡
大
の
ね
ら
い
も
こ
め
て
、
条
約
改
正
断
行
建
白
署
名
の
組
織
化
に
熱
心
に
と
り
く
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
渡
辺
氏
の
研
究
に
明

栃
木
県
会
霞
長
時
代
の
田
中
正
造
（
小
松
）
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ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
年
一
一
月
末
ま
で
で
中
止
建
白
九
件
・
断
行
建
白
四
四
件
と
、
全
国
的
に
承
て
も
極
め
て
断
行
建
白
が
多
か
っ
た
栃
木

県
の
中
で
も
、
安
蘇
足
利
梁
田
の
三
郡
だ
け
で
二
○
件
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

田
中
正
造
の
条
約
改
正
断
行
論
の
内
容
は
、
『
田
中
正
造
全
集
』
第
一
巻
に
所
収
さ
れ
た
「
真
正
愛
国
者
論
」
、
「
重
大
ノ
言
論
ヲ
為
ス
モ
ノ
ハ

重
大
ノ
責
任
ヲ
負
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
、
そ
れ
に
九
月
二
日
に
正
造
が
単
独
で
提
出
し
た
「
外
交
条
約
改
正
ノ
決
行
ヲ
請
う
ノ
建
白
」
に
明
ら

か
で
あ
る
。
．
ま
た
、
正
造
の
断
行
論
を
他
の
断
行
論
と
比
較
し
た
場
合
の
特
徴
も
、
す
で
に
渡
辺
氏
に
よ
っ
て
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
は
、
「
そ
の
個
別
的
な
条
文
上
の
優
劣
の
主
張
と
い
う
よ
り
は
、
全
体
的
に
総
論
的
な
過
激
論
へ
の
反
論
が
大
隈
案
断
行
論
と
し
て
展
開
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
断
行
建
白
で
は
改
進
党
側
の
主
張
の
強
承
と
も
な
っ
て
い
た
海
関
税
増
収
に
よ
る
国
家
財
政
の
補
填
、
そ
の
た

（
画
）

め
の
地
租
軽
減
と
い
う
主
張
す
ら
承
ら
れ
な
い
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
．

な
ぜ
こ
う
い
っ
た
特
徴
を
帯
び
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
、
利
害
得
失
論
を
正
面
切
っ
て
打
ち
出
せ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
田
中
正
造
の
断
行
論
を
読
ん
だ
と
き
、
な
に
ゆ
え
に
あ
る
種
の
歯
切
れ
の
悪
さ
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
の
か
。

私
が
思
う
に
、
そ
れ
は
、
中
止
論
者
が
指
摘
し
て
や
ま
な
い
外
国
人
内
地
雑
居
後
の
地
場
産
業
へ
の
大
打
撃
と
い
う
懸
念
に
対
し
、
田
中
正

造
自
身
が
同
じ
よ
う
な
不
安
を
抱
い
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
井
上
外
相
に
よ
る
条
約
改
正
交
渉
が
進
め
ら
れ

て
い
た
一
八
八
六
年
八
月
一
三
日
付
の
安
生
順
四
郎
宛
雷
簡
か
ら
は
、
「
兎
二
角
入
り
町
己
上
温
泉
場
ニ
至
る
の
地
面
ハ
、
野
と
な
く
山
と
な

、
、
、
、
、

く
、
後
来
ハ
皆
外
国
人
の
納
涼
地
と
な
り
、
我
国
の
人
々
ニ
ハ
立
ち
入
る
事
も
出
来
不
申
と
奉
存
侯
ヘ
バ
、
荷
く
も
憂
国
の
男
子
一
一
し
て
、
之

レ
ヲ
悲
ざ
る
も
の
な
か
ら
ん
」
（
⑭
畑
、
傍
点
筆
者
）
と
、
外
国
人
の
内
地
雑
居
・
不
動
産
所
有
問
題
に
対
し
、
・
強
烈
な
危
機
感
を
抱
い
て
い
た

こ
と
が
看
取
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
「
憂
国
の
男
子
」
と
い
う
表
現
に
承
ら
れ
る
危
機
意
識
は
、
「
真
正
愛
国
者
論
」
の
中
の
「
愛
国
」
概

念
と
は
異
質
な
も
の
で
、
む
し
ろ
、
大
同
派
の
そ
れ
に
近
か
っ
た
と
い
え
る
。
ま
し
て
、
前
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
安
蘇
郡
を
中
心
と
し
た
地

場
産
業
の
育
成
に
あ
れ
ほ
ど
尽
力
し
、
「
早
く
会
社
法
を
設
け
て
策
略
を
運
ぱ
ざ
れ
ぱ
或
は
他
邦
人
の
為
め
に
専
領
せ
ら
れ
て
徒
に
他
日
の
悔

（
訓
）

あ
ら
ん
の
承
」
（
①
躯
）
と
述
べ
て
い
た
正
造
で
あ
っ
た
れ
ぱ
、
こ
の
地
域
の
実
業
家
の
多
数
の
よ
う
に
内
地
雑
居
後
の
不
安
が
払
拭
で
き
な

栃
木
県
会
議
長
時
代
の
田
中
正
造
（
小
松
）



あ
た
か
も
心
中
の
迷
い
を
ふ
つ
き
る
が
た
め
で
あ
る
か
の
よ
う
な
激
し
い
運
動
の
過
程
で
、
田
中
正
造
は
、
県
会
議
長
常
置
委
員
の
職
務
に

対
す
る
熱
意
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
す
で
に
、
七
月
頃
よ
り
、
毎
月
恒
例
の
常
置
委
員
会
が
終
る
と
そ
そ
く
さ
と
帰
村
す
る
例

が
目
立
ち
は
じ
め
て
い
る
が
、
一
○
月
一
一
三
日
の
常
置
委
員
会
や
二
六
日
の
常
置
委
員
会
決
議
会
は
、
他
の
四
人
が
出
席
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
正
造
だ
け
が
負
傷
し
た
大
隈
を
見
舞
い
に
上
京
し
た
ま
ま
帰
ら
ず
、
欠
席
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
常
置
委
員
会
が
終
っ
て
も
議

案
の
整
理
そ
の
他
で
在
宮
し
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
し
、
ま
し
て
病
気
以
外
の
理
由
で
欠
席
す
る
こ
と
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

熱
意
喪
失
を
裏
付
け
る
も
う
・
｜
つ
の
事
例
は
、
一
一
月
三
日
に
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
の
ち
の
大
正
天
皇
嘉
仁
の
立
太
子
式
の
「
賀
表
」
の
捧

呈
が
、
改
進
党
系
と
そ
れ
以
外
と
で
分
裂
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
田
中
正
造
・
横
尾
輝
吉
・
塩
谷
道
博
・
山
田
武
ｑ
山
口
信
治
・
川
島

治
平
・
新
井
保
太
郎
ら
改
進
党
系
議
員
が
先
行
し
て
「
賀
表
」
を
捧
呈
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
『
下
野

新
聞
』
は
、
一
一
月
六
日
付
の
紙
面
で
、
「
今
回
東
宮
の
冊
立
に
付
て
は
東
京
市
会
は
議
決
の
上
知
事
が
同
会
を
代
表
し
て
賀
表
を
捧
呈
せ
ら
れ

又
当
時
開
会
中
の
神
奈
川
県
会
も
議
決
の
上
同
し
く
一
県
を
代
表
し
て
拝
呈
せ
ら
れ
し
哉
に
伝
聞
し
た
れ
ば
本
県
杯
に
て
も
目
下
幸
ひ
臨
時
県

会
開
会
中
の
事
に
も
あ
れ
ば
若
し
拝
呈
す
る
の
場
合
に
は
同
じ
様
の
運
び
に
出
ら
る
べ
き
や
と
思
ひ
居
た
る
に
田
中
氏
以
下
の
県
会
議
員
諸
氏

に
は
前
号
に
記
せ
し
如
く
早
く
巳
に
電
報
に
て
拝
呈
せ
ら
れ
今
又
塩
田
氏
外
数
氏
の
別
に
拝
呈
せ
ら
れ
し
を
見
れ
ば
本
県
会
に
て
は
一
般
を
代

表
す
る
等
の
事
は
こ
れ
無
く
何
れ
も
一
個
人
の
資
格
に
て
賀
詞
を
申
上
ら
れ
た
る
な
ら
ん
か
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
に
も
、

議
長
と
し
て
県
会
を
ま
と
め
て
ゆ
こ
う
と
す
る
意
欲
の
喪
失
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

も
は
や
、
栃
木
県
会
の
議
場
に
お
い
て
ま
で
も
、
正
造
と
塩
田
・
中
山
ら
の
対
立
が
歴
然
と
し
、
傍
聴
席
に
も
大
同
派
の
壮
士
が
押
し
か
け
、

（
漣
）

中
山
ら
を
応
援
し
改
進
党
議
員
に
罵
声
を
あ
び
せ
か
け
る
と
い
う
騒
然
と
し
た
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
。
一
一
一
月
一
一
一
日
に
は
、
政
談
演

説
会
出
席
の
た
め
県
会
を
欠
席
す
る
議
員
が
多
い
こ
と
を
、
県
下
全
体
の
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
憂
慮
す
る
建
繊
が
、
有
志
野
崎
豊
太
郎
の
手

（
詞
）

に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
も
い
る
。
県
会
外
の
政
争
が
県
会
議
場
に
も
持
ち
こ
ま
れ
、
田
中
正
造
も
反
対
派
壮
士
の
攻
撃
の
矢
面
に
さ
ら
さ
れ
る
中

く
て
当
然
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
．

栃
木
県
会
議
長
時
代
の
田
中
正
造
（
小
松
）

167
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以
上
の
よ
う
に
、
田
中
正
造
の
県
会
議
長
時
代
と
は
、
政
治
熱
の
冷
却
化
の
中
で
割
合
に
順
風
満
帆
に
出
発
し
、
憲
法
発
布
式
へ
の
参
列
な

ど
の
名
誉
に
色
ど
ら
れ
な
が
ら
も
、
結
果
と
し
て
改
進
党
勢
力
の
大
幅
後
退
と
い
う
現
実
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。
『
下
野
新
聞
』
も
、
一
八
九
○

年
四
月
ご
ろ
よ
り
そ
の
旗
職
を
鮮
明
に
し
は
じ
め
、
県
内
改
進
党
の
動
向
が
、
改
進
党
脱
退
記
事
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
く
な
る
と

で
、
議
長
就
任
時
に
掲
げ
た
方
針
も
崩
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
行
わ
れ
た
一
八
九
○
（
明
治
二
三
）
年
三
月
の
第
七
回
半
数
改
選
の
結
果
、
栃
木
県
会
の
勢
力
分
布
は
、
旧
自
由
党
系
一
一
四
、
改

（
劃
）

進
党
系
一
一
一
、
中
立
一
一
と
い
う
よ
う
に
、
旧
自
由
党
系
が
●
圧
倒
的
優
位
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
「
下
野
東
部
、
那
須
、
塩
谷
、
芳
賀
三
郡
中

改
進
党
失
敗
い
た
し
？
我
党
の
主
義
者
人
数
減
少
い
た
し
候
二
付
、
来
る
四
月
一
日
臨
時
県
会
役
員
選
挙
一
天
我
党
必
ず
失
敗
い
た
し
可
申
事

ハ
相
分
り
申
候
」
（
⑭
剛
）
と
の
予
測
の
通
り
、
県
会
議
長
に
は
新
井
章
吾
が
当
選
し
、
常
温
委
員
選
挙
も
改
進
党
か
ら
は
塩
谷
道
博
た
だ
一
人

が
当
選
し
た
の
み
で
、
あ
と
は
す
べ
て
旧
自
由
党
系
溌
員
が
し
め
た
。
栃
木
県
改
進
党
の
惨
敗
で
あ
っ
た
。

承
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
加
波
山
事
件
や
大
阪
事
件
等
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
栃
木
県
の
旧
自
由
党
系
勢
力
が
、
田
中
議
長
の
党
派
的
対

立
排
除
の
た
め
に
両
派
の
「
平
均
」
を
は
か
る
と
い
う
方
針
に
乗
じ
て
、
ま
た
、
改
進
党
内
の
横
尾
派
と
田
中
派
の
対
立
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
、

勢
力
の
挽
回
伸
長
に
成
功
し
た
と
も
い
え
る
。
正
造
は
、
そ
れ
を
塩
田
奥
造
の
策
略
に
横
尾
や
塩
谷
が
の
せ
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
回
顧
し
て

い
る
が
、
あ
ま
り
に
も
自
己
弁
護
に
す
ぎ
る
よ
う
な
気
が
す
る
．
栃
木
県
改
進
党
の
中
心
的
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
議
長
と
し
て
掲
げ
た
方
針

に
縛
ら
れ
、
ま
た
人
一
倍
「
名
誉
」
を
重
ん
じ
る
性
格
が
災
い
し
て
か
、
大
隈
条
約
改
正
が
問
題
化
す
る
以
前
は
地
元
三
郡
以
外
の
活
動
が
ほ

と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
点
で
、
改
進
党
敗
北
の
責
任
の
一
半
は
田
中
正
造
自
身
も
負
う
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
自
分
の

（
選
挙
の
）
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
と
い
う
批
判
が
出
た
と
し
て
も
、
甘
受
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

栃
木
県
会
議
長
時
代
の
田
中
正
造
（
小
松
）

お
わ
り
に



と
い
う
狂
歌
二
首
を
掲
げ
て
い
る
．

169

官
尊
民
卑
の
弊
の
克
服
こ
そ
焦
眉
の
急
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
独
立
自
治
の
精
神
」
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
で
は
、
そ
れ

以
前
よ
り
一
貫
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
こ
の
時
期
の
特
徴
は
、
ま
さ
に
〃
改
進
党
的
〃
と
い
お
う
か
、
き
わ
め
て
漸
進
主
義
的

な
色
彩
の
濃
さ
に
あ
る
。
正
造
の
漸
進
主
義
の
立
場
を
一
言
で
説
明
す
る
な
ら
、
「
知
識
」
と
「
財
産
」
あ
る
も
の
の
手
で
「
秩
序
」
あ
る
「
実

同
時
に
、
田
中
正
造
を
狙
い
撃
ち
に
し
た
悪
意
に
承
ち
た
編
集
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
五
月
一
日
、
横
浜
着
の
船
で
木
村
半
兵
衛
が
帰
国
し
、

本
人
も
衆
議
院
議
員
選
挙
の
候
補
者
に
な
る
こ
と
を
了
承
す
る
と
、
そ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
露
骨
に
な
っ
て
い
っ
た
。
広
瀬
孝
作
の
足
利
公
民

会
脱
会
広
告
や
、
田
沼
幸
蔵
・
飯
塚
麻
吉
・
北
村
勘
蔵
・
田
沼
和
三
・
矢
漂
忠
蔵
・
手
島
春
次
他
五
名
の
明
治
倶
楽
部
脱
会
広
告
を
連
日
紙
面

に
掲
城
す
る
と
と
も
に
、
「
寄
密
」
や
「
投
書
」
の
体
裁
を
と
っ
た
田
中
正
造
本
人
や
支
援
者
の
川
俣
久
平
・
川
島
治
平
・
山
田
友
二
郎
な
ど
の

誹
誇
中
傷
記
事
を
相
つ
い
で
掲
げ
た
。
た
と
え
ば
、
五
月
二
七
日
の
「
演
説
に
感
じ
て
」
と
い
う
記
事
は
、
田
沼
の
「
唐
麓
山
人
」
か
ら
送
ら

ま
と
め
て
お
こ
う
。

下
野
新
聞
社
長
の
影
山
禎
太
郎
は
、
四
月
よ
り
足
利
の
木
村
半
兵
衛
宅
に
寄
留
し
て
お
り
、
こ
の
影
山
の
指
示
で
、
清
廉
潔
白
で
出
処
進
退

を
わ
き
ま
え
た
政
治
家
田
中
正
造
イ
メ
ー
ジ
を
切
り
崩
す
た
め
の
紙
面
作
り
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
田
中
正
造
は
、
予
想
外

の
苦
戦
を
し
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
最
後
に
、
県
会
議
長
時
代
の
田
中
正
造
の
思
想
的
特
徴
を
い
く
つ
か

１
冊
Ｉ

れ
た
も
の
と
断
り
、

道
な
ら
ぬ
田
中
に
迷
ふ
心
が
ら

明
治
二
十
三
年
度
不
時
の
大
霜
を
題
に
し
て
、

西
風
に
自
由
自
在
に
吹
き
な
さ
れ

田
中
の
草
は
霜
枯
れ
に
け
り

栃
木
県
会
議
長
時
代
の
田
中
正
造
（
小
松
）

改
進
す
れ
ば
自
由
な
る
身
を



１７０

益
」
あ
る
「
文
明
の
進
歩
」
・
を
は
か
っ
て
ゆ
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

句

こ
う
し
た
漸
進
主
義
の
根
底
を
な
す
の
は
、
た
と
え
ば
、
一
八
八
五
年
四
月
一
一
一
一
日
の
「
戸
長
公
選
建
議
に
つ
き
賛
成
意
見
」
の
中
で
示
さ

れ
た
、
「
凡
ソ
権
理
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
．
ハ
誰
レ
シ
モ
大
ナ
ル
ヲ
欲
ス
、
然
し
ド
モ
己
ム
ヲ
得
ズ
ン
バ
小
ナ
ル
権
理
ヲ
取
ル
コ
ト
ァ
リ
、
是
し
取
ル
ハ

●
●
●
●

尚
ホ
取
ラ
ザ
ル
一
一
優
し
・
ハ
ナ
リ
」
（
⑥
師
）
と
い
う
「
権
理
」
の
考
え
方
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
現
実
的
な
権
利
感
覚
が
、
市
制

町
村
制
や
大
日
本
帝
国
憲
法
を
肯
定
的
に
受
け
と
め
、
も
っ
ぱ
ら
運
用
の
問
題
で
勝
負
し
て
ゆ
こ
う
と
の
姿
勢
を
決
定
づ
け
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
大
隈
条
約
改
正
案
に
賛
成
す
る
理
由
も
、
「
抑
現
行
条
約
ノ
不
正
不
利
ナ
ル
固
ヨ
リ
論
ヲ
侯
タ
ズ
シ
テ
我
国
人
民
ノ
之
レ
ガ
改
正
ヲ
希
望

ス
ル
コ
ト
一
日
一
一
非
ラ
ズ
。
故
二
若
シ
直
チ
ニ
現
行
条
約
ヲ
廃
棄
シ
、
結
ブ
ニ
対
等
条
約
ヲ
以
テ
ス
ル
ヲ
得
ン
力
。
国
家
ノ
大
幸
之
二
過
ギ
ズ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ト
錐
モ
、
願
ミ
テ
内
外
ノ
事
情
ヲ
察
セ
や
ハ
斯
ノ
如
キ
ハ
所
謂
望
ム
可
ク
シ
テ
行
う
能
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ー
ー
シ
テ
、
姑
ク
忍
ブ
所
ア
ル
モ
蓋

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

シ
勢
ノ
己
ム
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
可
シ
」
（
①
剛
、
傍
点
筆
者
）
と
い
う
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
〃
次
善
の
策
〃
的
な
位
置
づ
け
方
で
あ
り
、
こ

こ
に
も
同
様
の
「
権
理
」
の
考
え
方
が
承
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
漸
進
主
義
を
支
え
た
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
そ
の
階
級
的
性
格
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
田
中
正
造
も
連
署
し
た
総
勢
五
○

二
名
の
署
名
に
な
る
「
再
請
条
約
改
正
断
行
建
白
書
」
（
一
八
八
九
年
一
一
月
三
○
日
付
）
を
見
る
と
、
「
惟
ミ
ル
ニ
維
新
ノ
後
政
府
ノ
処
置
雄

（
葛
）

断
二
出
デ
テ
史
上
ノ
偉
業
ド
称
ス
ベ
キ
者
ハ
大
抵
衆
愚
ノ
反
対
二
遭
ハ
ザ
ル
ナ
シ
」
と
い
う
一
文
に
出
く
わ
す
。
こ
こ
で
「
衆
愚
ノ
反
対
」
と

形
容
さ
れ
て
い
る
の
が
暗
に
条
約
改
正
中
止
論
者
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
条
約
改
正
全
国
同
志
演
説
会
二
日
目
に

登
班
し
た
栃
木
県
改
進
党
員
の
間
宮
清
十
郎
が
、
「
条
約
改
正
断
行
論
ハ
中
等
以
上
の
人
皆
之
を
主
唱
し
て
全
県
下
の
輿
論
と
な
り
只
財
産
な

（
葛
）

く
名
望
な
く
智
識
な
き
薙
の
承
中
止
論
を
唱
導
せ
り
」
と
演
説
し
て
い
る
の
と
、
全
く
同
じ
論
理
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
発
想
は
、
「
知
識
」
と
「
財
産
」
あ
る
地
方
名
望
家
層
の
「
独
立
自
治
の
精
神
」
の
発
揮
に
よ
る
地
域
支
配
や
地
域
の
経
済
的
自
立

と
い
う
観
点
か
ら
、
町
村
制
に
賛
成
し
、
地
場
産
業
の
育
成
に
尽
力
し
た
こ
と
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
倶
楽
部
の
組
織
論
と
も
同
じ

で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
立
場
が
や
下
層
民
衆
の
利
害
と
衝
突
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
、
正
造
も
設
立
運
営
に
協
力
し
た
安
蘇
馬
車

栃
木
県
会
蟻
長
時
代
の
田
中
正
造
（
小
松
）



鉄
道
を
め
ぐ
る
紛
議
に
明
ら
か
で
あ
る
。
「
同
会
社
創
立
の
際
に
は
葛
生
、
多
田
、
栃
本
等
に
在
る
車
夫
日
傭
ひ
の
如
き
貧
民
ハ
全
社
設
立
の
後

ハ
己
れ
等
の
生
計
に
苦
む
を
以
て
戸
長
役
場
或
ハ
人
の
目
に
付
く
所
に
種
灸
脅
赫
め
き
た
る
貼
り
札
を
な
し
切
り
に
不
平
を
鳴
ら
し
た
れ
ど
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

公
益
の
為
め
に
は
一
二
の
貧
人
喜
む
可
き
に
も
あ
ら
れ
（
…
…
」
と
い
う
『
下
野
琶
の
視
点
ｌ
「
文
明
」
の
進
歩
‐
「
公
益
」
ｌ

（
前
）

は
、
こ
の
時
期
の
田
中
正
造
に
も
あ
る
い
は
あ
て
は
ま
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
田
中
正
造
の
生
涯
に
お
い
て
、
県
会
議
長
時
代
と
は
、
党
派
的
階
級
的
性
格
が
最
も
露
骨
で
あ
っ
た
時
期
と
い
え
る
。
渡
良

瀬
川
に
流
れ
こ
む
鉱
毒
の
被
害
は
、
す
で
に
『
朝
野
新
聞
』
が
一
八
八
五
年
八
月
一
二
日
の
紙
面
に
「
香
魚
皆
無
」
と
題
し
て
指
摘
し
、
同
じ

内
容
の
記
事
が
一
四
日
付
の
『
下
野
新
聞
』
に
も
転
戦
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
年
一
○
月
三
一
日
付
の
『
下
野
新
聞
』
に
は
、
〔
銅
鉱
を
倍
焼

か
ソ
パ
ン

す
る
ス
ト
ー
ブ
の
煙
ハ
丹
慧
質
を
含
承
居
て
人
身
に
害
あ
れ
（
煙
筒
を
遠
く
山
下
に
延
き
て
姻
の
構
内
に
飛
散
せ
ざ
る
様
仕
掛
け
あ
り
し
が
近

傍
諸
山
の
樹
木
ハ
昨
幕
以
来
多
く
は
枯
れ
凋
承
た
り
と
い
へ
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
煙
害
の
顕
在
化
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
田
中
正
造
が
県
会

議
長
に
就
任
す
る
以
前
か
ら
鉱
毒
被
害
が
語
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
常
置
委
員
と
し
て
毎
年
河
川
沿
岸
堤
防
工
事
等
を
巡
視

し
て
お
り
、
一
八
八
八
年
六
月
一
二
日
に
は
足
尾
銅
山
の
工
場
を
見
学
し
地
元
有
志
と
懇
談
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
有
効
な
対
策

を
講
じ
な
か
っ
た
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
存
在
に
す
ら
気
づ
か
な
か
っ
た
。
「
文
明
」
と
「
名
誉
の
奴
隷
」
で
あ
っ
た
正
造
に
は
、
「
鉱
毒
」
が
見
え

「
徒
ら
に
党
勢
拡
張
の
外
、
脳
中
利
害
権
利
生
命
の
貴
重
な
る
問
題
を
も
軽
視
し
て
鉱
毒
の
加
害
を
発
見
せ
ず
」
（
①
鋤
）
と
回
想
し
て
い
る

よ
う
に
、
こ
の
こ
と
も
県
会
議
長
時
代
を
悔
恨
の
多
い
も
の
に
し
た
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

註
（
１
）
『
朝
野
新
聞
』
一
八
八
四
年
一
二
月
二
四
日
。
尚
、
資
料
引
用
に
あ
た
っ
て
、
旧
字
旧
か
な
は
新
字
新
か
な
に
改
め
、
カ
タ
カ
ナ
は
そ
の
ま
ま
と
し

た
。
句
読
点
、
濁
点
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
２
）
同
前
、
一
八
八
五
年
四
月
二
四
日
。

（
３
）
「
正
造
も
十
年
前
否
六
、
七
年
前
ま
で
ハ
菅
に
名
誉
の
奴
隷
た
り
、
否
々
勤
め
て
名
誉
を
希
望
せ
し
も
の
な
り
。
」
（
一
八
九
八
年
二
月
一
七
日
付
川

栃
木
県
会
議
長
時
代
の
田
中
正
造
（
小
松
）
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た
と
い
う
（
⑫
剛
参
照
）
。

（
８
）
『
毎
日
新
聞
』
一
八
八

（
９
）
同
前
、
一
八
八
六
年
一

（
皿
）
『
下
野
新
聞
』
一
八
八

（
ｕ
）
一
九
八
七
年
一
一
月
の

（
吃
）
『
下
野
新
聞
』
一
八
八

（
咽
）
同
前
、
一
八
八
七
年
一

（
Ｍ
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

（
躯
）
由
井
正
臣
『
田
中
正
浩

（
肥
）
『
佐
野
市
史
』
資
料
編

（
Ⅳ
）
『
下
野
新
聞
』
一
八
八

（
肥
）
前
述
し
た
よ
う
に
、
塵

（
旧
）
栃
木
県
会
と
同
様
に
改

俣
久
平
宛
簡
簡
、
⑭
鋼
）
。

（
４
）
「
十
三
年
、
我
改
進
主
装
一
一
よ
り
て
文
明
二
れ
ん
ノ
、
す
。
又
人
心
の
難
き
を
し
る
。
／
廿
三
年
、
鉱
毒
一
一
よ
り
て
万
事
の
害
を
し
る
。
又
人
心
の

正
邪
を
し
る
。
」
（
一
九
一
○
年
一
一
月
二
四
日
の
「
日
記
」
、
⑪
即
）
。

（
５
）
『
下
野
新
聞
』
一
八
八
六
年
四
月
一
四
日
。

（
６
）
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
い
え
ば
、
県
会
開
閉
会
日
に
恒
例
の
県
溌
懇
親
会
や
慰
労
会
、
銀
行
支
配
人
等
に
よ
る
接
待
の
宴
会
、
そ
れ
に
学
校
関
係
の

畿
式
や
溌
長
の
職
務
柄
出
席
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
よ
う
な
会
合
は
表
か
ら
除
外
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
県
会
溌
長
時
代
の
正
造
の
足
跡
を
で
き
る
だ

け
詳
細
に
た
ど
る
た
め
に
も
、
あ
え
て
掲
げ
て
お
い
た
．
も
ち
ろ
ん
、
県
会
や
常
澄
委
員
会
等
の
公
的
会
合
は
あ
ら
か
じ
め
除
外
し
て
あ
る
。

（
７
）
田
中
正
造
は
、
県
会
識
長
時
代
の
四
年
間
、
富
沢
屋
を
常
宿
に
し
て
お
り
、
河
内
屋
に
移
っ
た
形
跡
は
、
こ
の
配
事
が
伝
え
ら
れ
た
後
も
承
ら
れ
な

い
。
ま
た
正
造
の
宿
料
一
七
銭
は
、
「
当
時
日
光
参
り
の
村
々
の
老
婆
連
五
七
人
の
組
合
一
｜
て
来
り
、
宿
料
を
ね
ぎ
り
て
泊
す
る
最
下
等
の
価
」
で
あ
っ

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
田
中
正
造
に
お
け
る
自
治
思
想
の
展
開
」
（
『
民
衆
史
研
究
』
第
二
六
号
、
一
九
八
四
年
）
参
照
の
こ
と
。

由
井
正
臣
『
田
中
正
造
』
（
岩
波
新
笹
、
一
九
八
四
年
）
九
八
頁
。

『
佐
野
市
史
』
資
料
編
３
、
六
二
六
頁
。

『
下
野
新
聞
』
一
八
八
九
年
一
一
月
二
六
日
の
「
県
会
騒
員
の
宿
所
番
号
」
で
は
、
見
目
は
「
無
党
派
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
賎
長
就
任
早
々
旅
宿
の
変
更
が
噂
さ
れ
た
の
も
、
こ
う
し
た
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。

栃
木
県
会
と
同
様
に
改
進
党
の
勢
力
が
強
か
っ
た
埼
玉
県
会
で
も
、
一
八
八
八
年
の
県
会
で
識
員
の
旅
費
日
当
増
額
を
求
め
る
建
譲
が
改
進
党
餓

員
よ
り
出
さ
れ
、
そ
れ
に
反
対
す
る
改
進
党
畿
員
と
対
立
し
た
が
、
結
局
養
成
多
数
で
可
決
に
な
り
、
輿
鏡
の
反
発
を
招
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
渡

辺
隆
喜
氏
「
大
同
団
結
運
動
と
地
方
政
簡
」
（
『
駿
台
史
学
』
第
五
○
号
、
一
九
八
○
年
九
月
）
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

『
東
京
日
日
新
聞
』
一
八
八
六
年
三
月
一
九
日
。

『
下
野
新
聞
』
一
八
八
七
年
一
二
月
八
日
。

同
前
、
一
八
八
八
年
一
二
月
一
七
日
。

渡
辺
「
大
同
団
結
運
動
と
条
約
改
正
問
題
」
（
『
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
』
第
一
八
号
、
一
九
七
六
年
）
、
三
三
頁
。

『
東
京
日
日
新
聞
』
一
八
八
六
年
一

『
下
野
新
聞
』
一
八
八
七
年
一
二
画

同
前
、
一
八
九
○
年
五
月
一
七
日
。

『
毎
日
新
聞
』
一
八
八
六
年
一
二
月

同
前
、
一
八
八
六
年
一
二
月
二
一
日
。

『
下
野
新
聞
』
一
八
八
七
年
五
月
四
［

一
九
八
七
年
一
一
月
の
自
由
民
権
百
一

『
下
野
新
聞
』
一
八
八
八
年
三
月
三

同
前
、
一
八
八
七
年
一
二
月
一
二
日
．

一
月
の
自
由
民
権
百
年
第
三
回
全
国
集
会
第
二
分
科
会
「
三
大
事
件
建
白
と
大
同
団
結
」
で
の
福
井
氏
の
報
告
に
よ
る
。

一
八
八
八
年
三
月
一
六
日
。

一
八
八
六
年
一
二
月
一
四
日
。

八
八
七
年
五
月
四
日
。



尚
、
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
一
九
八
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究
（
Ａ
）
の
助
成
を
う
け
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

（
羽
）
『
下
野
新
聞
』
一
八
八
九
年
一
○
月
二
日
付
に
、
「
田
中
氏
が
横
浜
壮
士
を
殴
打
せ
し
を
新
井
氏
等
の
一
派
に
て
一
方
な
ら
ず
憤
り
こ
れ
が
復
仇
攻

撃
の
為
め
斯
く
急
劇
に
催
さ
れ
し
杯
云
ふ
も
の
も
あ
り
と
か
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
釦
）
渡
辺
「
大
同
団
結
運
動
と
条
約
改
正
問
題
」
、
三
八
頁
。

（
劃
）
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
「
他
邦
人
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
異
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
．
香
簡
を
承
る
と
、
下
野
石
灰
会
社
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
浅

野
セ
メ
ン
ト
を
あ
げ
て
い
る
の
で
（
⑭
鯛
〜
皿
）
、
「
外
国
人
」
の
意
味
に
は
使
っ
て
い
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
．
し
か
し
、
引
用
史
料
中
、
そ
の
あ
と

で
、
「
替
然
と
し
て
旧
来
の
地
位
に
安
ん
ぜ
ぱ
、
本
地
急
務
の
事
業
も
或
は
恐
る
彼
の
（
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
）
号
の
覆
轍
を
踏
ま
ん
の
み
」
（
①
顕
）
と
述

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
く
外
国
人
一
般
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈
で
き
そ
う
で
あ
る
。

（
犯
）
『
下
野
新
聞
』
一
八
八
九
年
一
二
月
一
○
日
。

（
調
）
同
前
、
一
八
八
九
年
一
二
月
一
五
日
。

（
狐
）
『
栃
木
県
史
』
通
史
編
６
、
近
現
代
１
、
三
四
七
頁
．

（
弱
）
『
栃
木
県
史
』
史
料
編
近
現
代
１
、
七
八
七
頁
。

（
記
）
『
毎
日
新
聞
』
一
八
八
九
年
九
月
二
九
日
．

（
訂
）
一
八
八
八
年
七
月
一
二
日
付
。
ま
た
、
同
じ
く
『
下
野
新
聞
』
一
八
八
九
年
一
二
月
一
七
日
の
第
三
面
の
「
葛
生
町
通
信
」
に
は
、
「
当
町
下
町
は
兆

民
先
生
の
巣
窟
否
兆
民
先
生
よ
り
成
れ
る
処
な
る
が
今
度
其
の
下
手
に
馬
車
鉄
道
会
社
及
停
車
場
等
出
来
た
る
に
て
乗
客
が
下
車
す
る
と
先
づ
下
町

（
不
潔
極
る
と
こ
ろ
な
り
）
を
通
り
て
市
中
に
入
る
な
れ
ば
甚
だ
不
体
裁
な
り
と
て
当
町
二
三
の
人
は
之
を
大
字
山
菅
字
天
神
に
移
住
せ
し
め
ん
と
の

相
談
あ
る
よ
し
」
と
あ
る
。
「
兆
民
先
生
」
（
中
江
兆
民
）
が
被
差
別
部
落
民
の
代
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
興
味
深
い
記
事
で
あ
る

が
、
そ
れ
よ
り
も
安
蘇
馬
車
鉄
道
の
経
営
陣
の
〃
感
覚
”
を
端
的
に
物
震
る
資
料
と
い
え
よ
う
．

少
な
く
と
も
、
現
在
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
議
長
就
任
以
前
に
一
県
議
と
し
て
下
層
民
衆
の
負
担
の
軽
減
を
主
張
し
て
い
た
頃
の

よ
う
な
視
座
が
、
こ
の
時
期
の
田
中
正
造
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

（
弱
）
そ
の
意
味
で
、
一

に
象
徴
的
で
あ
る
。

（
お
）
『
下
野
新
聞
』

（
”
）
渡
辺
「
大
同
団
』

（
配
）
た
だ
、
一
月
こ

り
、
当
初
は
全
県
鵠

か
、
そ
の
理
由
は
一

（
羽
）
『
下
野
新
聞
』

『
下
野
新
聞
』
一
八
八
九
年
三
月
一
六
日
。

渡
辺
「
大
同
団
結
運
動
と
地
方
政
情
」
、
一
五
○
頁
。

た
だ
、
一
月
二
一
日
の
『
下
野
新
聞
』
で
報
じ
ら
れ
た
「
下
野
明
治
倶
楽
部
仮
規
則
」
で
は
、
「
第
参
条
本
会
ノ
事
務
所
ハ
宇
都
宮
二
瞳
ク
」
と
あ

、
当
初
は
全
県
的
な
組
織
と
し
て
発
足
が
予
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
な
ぜ
安
蘇
足
利
梁
田
三
郡
を
対
象
と
す
る
組
織
に
な
っ
た
の

そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
．

下
野
倶
楽
部
発
会
式
の
景
況
を
伝
え
た
記
事
の
隣
り
に
「
下
野
明
治
倶
楽
部
」
と
題
し
た
記
事
が
掲
職
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
非
常
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